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ご注意
 本書の内容の一部または全部を無断で転載、複写、複製、改ざんすることは固くお断りします。
 本書の内容については、予告なしに変更することがあります。最新の情報はお問い合わせください。
 本書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなど、お気づ
きの点がありましたらご連絡ください。 

 運用した結果の影響については、上項に関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。
 本製品がお客様により不適切に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、またはエプソンおよ
びエプソン指定の者以外の第三者により修理・変更されたことなどに起因して生じた損害などにつきまして
は、責任を負いかねますのでご了承ください。

 エプソン純正品およびエプソン品質認定品以外のオプションまたは消耗品を装着してトラブルが発生した
場合には、責任を負いかねますのでご了承ください。

商標について
EPSON、EXCEED YOUR VISION、およびESC/POSはセイコーエプソン株式会社の登録商標です。
Microsoft およびWindowsは米国Microsoft Corporation の米国、日本およびその他の国における登録商 
標です。
Intel® 、Intel®　AtomTMは、アメリカ合衆国および /またはその他の国における Intel Corporation の商
標です。
iOS® は、Cisco の米国およびその他の国のライセンスに基づき使用されています。
AndroidTM は、Google Inc. の商標または登録商標です。
Wi-Fi® 、WPATM、WPA2TMは、Wi-Fi Alliance® の登録商標または商標です。
OFSCは一般社団法人オープン・フードサービス・システム・コンソーシアムの登録商標です。
FileMaker、ファイルメーカーは、FileMaker, Inc. の米国およびその他の国における登録商標です。
その他の製品名および会社名は、各社の商標または登録商標です。

ESC/POS® コマンドシステム
エプソンは、独自のPOSプリンターコマンドシステム、ESC/POSにより業界のイニシアティブをとってき
ました。 ESC/POSは特許取得済及び特許出願中のものを含む数多くの独自のコマンドを持ち、高い拡張性で 
多才なPOSシステムの構築を実現します。 
エプソン POS プリンターとディスプレイの全タイプに互換性を持つほか、この独自の制御システムにはフレ
キシビリティもあるため、将来アップグレードが行いやすくなります。 その機能と利便性は世界中で評価され 
ています。

©Seiko Epson Corporation 2013-2017. All rights reserved.
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安全のために

記号の意味

本書では以下の記号が使われています。それぞれの記号の意味をよく理解してから製品を取り扱ってくださ
い。

警告
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される
内容を示しています。

注意
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、以下のような被害が想定される内容を示してい
ます。
 人が傷害を負う可能性
 物的損害を起こす可能性
 データなどの情報損失を起こす可能性

ご使用上、必ずお守りいただきたいことを記載しています。この表示を無視して誤った取り扱い
をすると、製品の故障や動作不良の原因になる可能性があります。

補足説明や知っておいていただきたいことを記載しています。

注意

参考
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警告事項

警告
 感電の危険を避けるため、雷が発生している間は、本製品の設置およびケーブル類の取り付け
作業をしないでください。

 ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 
感電のおそれがあります。

 電源コードの取り扱いには注意してください。 
誤った取り扱いをすると火災・感電のおそれがあります。
 電源コードを加工しない。
 電源コードの上に重いものを乗せない。
 無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしない。
 熱器具の近くに配線しない。
 電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。
 電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。

 必ず指定されている電源をお使いください。 
他の電源を使うと、火災のおそれがあります。

 電源コードのたこ足配線はしないでください。 
火災のおそれがあります。電源は家庭用電源コンセント（交流 100ボルト）から直接取って
ください。

 煙が出る、変な臭いや音がするなど異常状態のまま使用しないでください。 
そのまま使用すると、火災の原因となります。すぐに電源コードを抜いて、販売店またはサー
ビスセンターにご相談ください。

 お客様による修理は危険ですから絶対におやめください。
 分解や改造はしないでください。 
けがや火災のおそれがあります。

 本製品の内部に異物を入れたり、落としたりしないでください。 
火災・感電のおそれがあります。

 万一、水などの液体が内部に入った場合は、電源コードを抜き、販売店またはサービスセン
ターにご相談ください。 
そのまま使用すると、火災の原因となります。

 本製品の内部や周囲で可燃性ガスのスプレーを使用しないでください。 
ガスが滞留して引火による火災などの原因となるおそれがあります。
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注意事項

使用制限
本製品を航空機・列車・船舶・自動車などの運行に直接関わる装置・防災防犯装置・各種安全装置など機能・
精度などにおいて高い信頼性・安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼
性および安全維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計にご
配慮いただいた上で弊社製品をご使用いただくようお願いいたします。
本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、きわめて高い信頼性・安全性が必
要とされる用途への使用を意図しておりませんので、これらの用途には本製品の適合性をお客様において十分
ご確認の上、ご判断ください。

注意
 本書で指示した以外の機器を接続しないでください。 
故障・火災等を起こすおそれがあります。

 不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた場所など）に置かないでください。 
落ちたり、倒れたりして、けがをするおそれがあります。

 湿気やホコリの多い場所に置かないでください。 
故障や火災・感電のおそれがあります。

 本製品の上に乗ったり、重いものを置いたりしないでください。 
倒れたり、壊れたりしてけがをするおそれがあります。

 マニュアルカッターに手や指を強く押し付けないように注意してください。けがをするおそれ
があります。

 不用意にロール紙カバーを開けると、オートカッターの固定刃に手指などが接触し、けがをす
るおそれがあります。

 本製品を長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜いて
ください。

 アプリケーションまたはOSのトラブルで電源を切ることができない場合を除いて、以下の操
作はしないでください。作業中のデータが失われたり、OS のリカバリーが必要になったり、 
HDDやSSDなどのハードウェアが故障したりするおそれがあります。
 電源ボタンを約4秒間押し続けることによる強制終了
 分電盤のブレーカーを切る、ACケーブル・DCケーブルを引き抜くことによる電源遮断

停電・瞬時停電による電源の遮断によっても、同様の事象が発生するおそれがあります。 
停電・瞬時停電による電源の遮断を防止するために、無停電電源装置（UPS）の使用をおす
すめします。
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第1章    製品概要    

1

製品概要
本章では、製品の特長を説明しています。

特長
TM-T88V-DTは、Windows コンピューターと一体化した、高機能レシートプリンターです。
Windows 上では、いくつかのモジュールが動作しており、これらを利用することで有用な POS システムを
構築することができます。
 TM-DT ソフトウェア
「TM-DT ソフトウェア」はスマートデバイスや Web アプリケーションから TM プリンターや POS 周辺機器を
制御したり、Web サーバーと連携したりするための機能を提供します。さらに TM-DT ソフトウェアの設定や
TM-DT のセットアップを効率的に行う機能を提供します。TM-DT ソフトウェアは新しい機能の追加や改良によ
りバージョンアップすることがあります。
詳細は、68ページ「TM-DT ソフトウェアを利用したシステム開発」を参照してください。

 Windows 用プリンタードライバー
Windows 用の EPSON Advanced Printer Driver や OPOS ADK などを利用して、Windows POS アプリ     
ケーションの開発、あるいは既存のWindows POSアプリケーションを生かしたシステム開発が可能です。
詳細は、123ページ「PC-POSシステム開発」を参照してください。

 Apache HTTP Server
本製品をWebサーバーとして使用できます。サーバーサイドスクリプト (php、またはPerl) のWebアプリケー
ションを実行できます。SQLite データベースも使用できます。
詳細は、84ページ「Webサーバー」を参照してください。

TM-T88V-DT
TM-T88V (Printer)

制御プログラム

ソフトウェア

TM-DTソフトウェア

Utility

EPSON TMNet 
WebConfig

Deployment

Server Direct 
Print

OFSC Print

ePOS-Print 
Service

ePOS-Device 
Service

Device Data 
Notification

Windows OS

Windows用 
プリンタードライバー

Apache 
HTTP Server

Easy Setup
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第1章    製品概要    

1

以下の特長があります。
 コンピューターとプリンターの一体型の省スペース設計。
 周辺機器接続用の各種インターフェイス搭載。 
(USB x6、シリアル x1、DisplayPort x1*1、VGA x1)

 スマートデバイスのアプリケーション *2 やWebアプリケーションからの、印刷や周辺機器の制御。
 サーバーダイレクトプリント機能。 
Web サーバーから直接印刷データを取得して印刷結果を通知する、サーバーダイレクトプリント機能を使
用できます。

1 搭載されていないモデルがあります。
2 TM-DTソフトウェア Ver.3.0 以降
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第1章    製品概要    

1

システム概要
本製品を使用したシステムの構築例を記載します。

PC-POSシステム

アプリケーション
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第1章    製品概要    

1

Thin-Client システム

 デスクトップ仮想化 (VDI) 方式


 アプリケーション仮想化方式


アプリケーション

アプリケーション

ゲストOS

ゲストOS

サーバー

表示

表示

デバイス制御

デバイス制御

ゲストOSの 
デスクトップ

ゲストOSの 
デスクトップ

アプリケーション

OSデータ

サーバー

アプリケーションアプリケーション

アプリケーション

OSデータ

クライアントOS

クライアントOS
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第1章    製品概要    

1

TM-DT ソフトウェアを利用したシステム

 スマートデバイスにアプリケーションを実装したシステム (TM-DTソフトウェア Ver.3.0 以降 )

 Webアプリケーションのシステム

 サーバーダイレクトプリントシステム

アプリケーション

アプリケーション

ブラウザー

データベース

アプリケーション

印刷結果通知

印刷データ取得
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第1章    製品概要    

1

開発情報
本製品を使用したシステムを開発するために、開発ツール、ドライバー、関連マニュアルやユーティリティー
が用意されています。これらは以下のウェブサイトから入手できます。
http://www.epson.jp/support/sd/

全システム共通

PC-POSシステム

名称 説明
入手方法

Web
サイト その他

TM-T88V-DT 詳細取扱説明書 本書です。 ✔ -

TM-T88V Utility プリンター部の各種設定値を確認・変更するためのユー
ティリティーです。本製品にインストール済みです。

✔ -

名称 説明
入手方法

Web
サイト その他

EPSON Advanced Printer  
Driver for TM-T88V

TM-T88V専用 Windows プリンタードライバーで
す。本製品にインストール済みです。

✔ -

EPSON Advanced Printer  
Driver

TMプリンター用Windowsプリンタードライバーで
す。

✔ -

EPSON Advanced Printer 
Driver for DM-D

カスタマーディスプレイ表示用のWindows プリン
タードライバーです。

✔ -

EPSON OPOS ADK Win32 API 対応アプリケーションで使用する 
UPOS(UnifiedPOS) 仕様のドライバーです。

✔ -

EPSON OPOS for .NET .NET対応アプリケーションで使用する 
UPOS(UnifiedPOS) 仕様のドライバーです。

✔ -

ESC/POS コマンドリファレン
ス

TMプリンターおよびカスタマーディスプレイを制御
するESC/POS コマンドの詳細説明、文字コード表な
どを提供しているWebコンテンツです。

-
Web
リファ
レンス

DM-D110 詳細取扱説明書 DM-D110DT（カスタマーディスプレイ）を使用した
システムの開発に必要な情報を提供しています。

✔ -

DM-D30詳細取扱説明書 DM-D30（カスタマーディスプレイ）を使用したシス
テムの開発に必要な情報を提供しています。 

✔ -
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1

Thin-Client システム

TM-DT ソフトウェアを使用したシステム

名称 説明
入手方法

Web
サイト その他

TM-DT Thin-Client システム セッ  
トアップツール 

Thin-Client システムの構築を支援するツールです。
✔ -

IP アドレス設定ツール Thin-Client システムのサーバーから、本製品 (クラ
イアント )の IPアドレスを設定するツールです。

✔ -

名称 説明
入手方法

Web
サイト その他

Epson ePOS SDK Web アプリケーションやスマートデバイスのアプリ
ケーションから、プリンターや周辺機器を制御するた
めの、ソフトウェア開発キットです。ライブラリー、
マニュアル、サンプルプログラムが含まれています。

✔
Web
リファ
レンス

   for iOS *1

   for Android *1

   for Universal Windows apps *2

   for JavaScript

TM-DT シリーズ周辺機器 
制御ガイド

TM-DTシリーズのプリンターで周辺機器を制御する
方法を説明したマニュアルです。
デバイス制御プログラムやデバイス制御スクリプト
について解説しています。
マニュアルはEpson ePOS SDKのパッケージに同  
梱されています。

✔ -

ePOS-Device XML 
ユーザーズマニュアル

アプリケーションから、XML形式のデータをSocket
通信で送信して、印刷および周辺機器を制御する方法
を説明したマニュアルです。

✔ -

ePOS-Print XML 
ユーザーズマニュアル

アプリケーションから、Web サービスを利用して印
刷する方法を説明したマニュアルです。

✔ -

サーバーダイレクトプリント 
ユーザーズマニュアル

サーバーダイレクトプリントを利用したシステムを
開発する方法を説明したマニュアルです。

✔ -

デバイスデータ通知 
ユーザーズマニュアル*2

デバイスデータ通知を利用したシステムを開発する
方法を説明したマニュアルです。

✔ -

OFSC-Print 
ユーザーズマニュアル

OFSC-Print を利用したシステム開発方法を説明し 
たマニュアルです。印刷レイアウトのテンプレートと
なるスタイルシートを同梱しています。

✔ -
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1
1 TM-DTソフトウェアVer.2.5 以降
2 TM-DTソフトウェアVer.3.0 以降

FileMaker® ソフトウェアからの印
刷ガイド *2

FileMaker, Inc. 社製 FileMaker Pro および  
FileMaker Go からの印刷をするために必要な情報 
を記載したマニュアルです。

✔ -

デプロイメントガイド *2 複数の製品を効率的に設定するために必要な情報を
記載したガイドです。

✔ -

名称 説明
入手方法

Web
サイト その他
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2

プリンターの機能と設定
本章では、プリンターの機能の説明と設定方法について説明しています。

各部の名称と働き

本体正面

ロール紙カバー

マニュアルカッター

カッターカバー

コントローラーLED

プリンターリセットボタン 電源ボタン

カバーオープンボタン

Feed (紙送り)ボタン

カスタマーディスプレイ
(オプション)

コネクターカバー

プリンターLED
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第2章    プリンターの機能と設定    

2コントローラーLED
本製品のコンピューターの状態を表示します。

名称 説明

電源ボタン 本製品の電源を投入 /切断します。

プリンターリセットボタン 本製品のプリンターをリセットします。本製品のコンピューターはリセットされ
ません。

マニュアルカッター ロール紙を手でカットするためのカッターです。

カバーオープンボタン ロール紙カバーを開けます。

カッターカバー プリンター内に用紙が詰まったときに、カバーを開けて紙を取り出します。

カスタマーディスプレイ 
( オプション )

アプリケーションから文字を表示させます。

Feed ボタン このボタンを1回押すと、ロール紙が1行分紙送りされます。
押し続けることで、連続的に紙送りできます。

名称 状態 説明

①ストレージアクセスLED ( 緑 ) 点灯 ストレージへのアクセス

②ステータス LED ( 橙 ) 点滅 ( 約 1秒間隔 ) OS起動シーケンス時 
( ストレージへアクセスしているため、電源を切らな
いでください。データを破損する可能性があります。)

点滅  
( 約 160 ms 間隔 )

CPU高温警告発生時 
(故障が発生しているため、弊社までご連絡ください。)

③ステータス LED ( 緑 ) 点灯 Windows動作中

点滅 ( 約 1秒間隔 ) スタンバイ状態、休止状態

消灯 電源切状態
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2

プリンターLED
本製品のプリンターの状態を表示します。

名称 状態 説明

① ( 電源 )LED 点灯 電源が入っている

消灯 電源が切れている

② Error ( エラー ) LED 消灯 通常の印刷ができる (オンライン )

点灯 印刷ができない (詳細は29ページ「オフライン」を参照 )
 電源投入直後、またはリセット直後の場合は、印字可能な状態になる
と消灯します。

 Paper LEDも点灯している場合は、新しいロール紙に交換してくだ 
さい。ロール紙の交換方法は、30ページ「ロール紙のセット」を参
照してください。

点滅 プリンターエラー発生 ( 詳細は20ページ「エラーステータス」を参照 )

③Paper ( 紙なし ) LED 消灯 ロール紙が十分に残っている

点滅 [セルフテスト待ち ]状態

点灯 ロール紙の残量が少ない、または、ロール紙がなくなった



20

第2章    プリンターの機能と設定    

2

エラーステータス
プリンターエラーが発生すると印字できません。エラーには、自動復帰エラー、復帰可能エラー、復帰不可能
エラーの3種類があります。エラー LEDの点滅パターンを確認してください。

自動復帰エラー
下記の方法でオンラインに復帰します。

復帰可能エラー
エラー要因を取り除いた後プリンターリセットボタンを押すと、オンラインに復帰します。

エラー名 エラーの内容 エラー LED点滅パターン 復帰条件

ロール紙カバーオー
プンエラー

印字中にロール紙カバー
が開いた。

ロール紙カバーを閉じて
ください。

ヘッドの高温エラー ヘッド駆動条件から外れ
た高温度を検出した。

ヘッドの温度が下がるま
でお待ちください。

エラー名 エラーの内容 エラー LED点滅パターン 復帰条件

オートカッター 
エラー

オートカッターに異常が
発生した。

 紙詰まり/異物混入を除去
し、ロール紙カバーを閉め
た状態でプリンターリ
セットボタンを押してく
ださい。

点灯

消灯
約160 ms

点灯

消灯
約160 ms

約160 ms

約2.56 s

点灯

消灯
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2

復帰不可能エラー
復帰不可能エラーが発生した場合は、すぐにプリンターリセットボタンを押してください。プリンターをリ
セットしても同じエラーが発生する場合は、電源を切ってください。本製品の故障の可能性があります。販売
店またはサービスセンターにご相談ください。

注意
プリンターをリセットしても復帰不可能エラーが発生する場合は、すぐに電源を切ってください。

エラー名 エラーの内容 エラー LED点滅パターン

メモリーのR/Wエラー リードライトチェック後、正常に動作しない

高電圧エラー 電源電圧が高い

低電圧エラー 電源電圧が低い

CPU実行エラー CPUが不正なアドレスを実行している

内部回路接続エラー 内部回路の接続が正常でない

約160 ms

点灯

消灯

約160 ms

点灯

消灯

約160 ms

点灯

消灯

約160 ms

点灯

消灯

約160 ms

約2.56 s

点灯

消灯



22

第2章    プリンターの機能と設定    

2

本体背面

 本製品の仕様によっては、搭載されていません。

名称 説明

DKコネクター キャッシュドロアーを接続します。

LANコネクター LANケーブルを接続します。

USBコネクター USBインターフェイスの外部機器を接続します。

DC入力コネクター ACアダプター ,T を接続します。

VGAコネクター ディスプレイを接続します。

DisplayPort * ディスプレイを接続します。

COMコネクター シリアル通信デバイスを接続します。

ライン出力コネクター 外部スピーカーを接続します。

COMコネクター

DKコネクター

USBコネクター

VGAコネクター

LANコネクター

ライン出力コネクター

DisplayPort

DC入力コネクター
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2

LANステータス LED
LANステータス LEDとは、LANコネクターについている LEDです。本製品のネットワーク通信状態を確認
できます。

LED 状態 説明

緑 /橙 点灯 ( 緑 ) 1 Gbpsのリンクが確立されています。

点灯 ( 橙 ) 100 Mbpsのリンクが確立されています。

消灯 10 Mbpsのリンクが確立されている、または、リンクが確立されてい 
ません。

黄 点灯 データを送受信しています。

消灯 データを送受信していません。

LED (黄)

LED (緑/橙)
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2

設置上の注意
本製品を設置する際には、以下の点に注意してください。
 水平に設置してください。
 ホコリや塵の多い場所には設置しないでください。
 操作時に強い衝撃を本製品に与えないでください。印字不良を起こす可能性があります。
 本製品の底面に、コードや異物などを挟み込まないようにしてください。

セキュリティーフック

市販の盗難防止用ワイヤーを取り付けることができます。

USB ケーブル、DisplayPort ケーブル、およびライン出力ケーブルなど、コネクターがロック
されないケーブルを本製品に接続する際は、ケーブル抜け防止のために、インターフェイスケー
ブルをワイヤーサドルで固定してください。

参考

セキュリティーフック
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2

ACアダプターの接続

以下の手順で、本製品にACアダプターを接続します。

1 電源が切れていることと、ACアダプターの電源コードが壁のコンセントから外れている
ことを確認します。

2 ACアダプターのDCコネクターを、本製品のDC入力コネクターに奥まで確実に差し込み
ます。(図中① )

3 電源コードを、ACアダプターのACインレットに奥まで確実に差し込みます。(図中② )

4 電源コードを、アース付きのコンセントに奥まで確実に差し込みます。(図中③ )

5 ACアダプターのラベル面を下にして設置します。

警告
 必ず指定されているACアダプター（AC Adapter, T）をお使いください。 
規格外のACアダプターを使用すると、火災や感電を起こすおそれがあります。

 本製品の付属品を使用した場合でも、異常が確認されたときは、すぐに電源を切り、電源コー
ドを壁のコンセントから外してください。

 ACアダプターを本製品に接続するとき、または取り外すときは、ACアダプターの電源コード
を壁のコンセントから外してください。 
電源コードを外さないと、ACアダプターや本製品が破損することがあります。

注意
ACアダプターは、本体から離して使用してください。
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2

ACアダプターの取り外し
以下の手順で、本製品からACアダプターを取り外します。

1 電源が切れていることを確認します。

2 電源コードを、壁のコンセントから抜きます。

3 ACケーブルのDCコネクターを、本製品から取り外します。
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2

電源の投入と切断

電源の投入

本製品の電源が切れている状態で、電源ボタンを押します。
電源 LEDとステータス LED( 緑 ) が点灯します。
ステータス LED( 橙 ) が、OS起動中に点滅し、OSの起動が完了すると消灯します。

初めて電源を入れたとき

初めて本製品の電源を入れたときには、Windows の初期設定が必要です。
詳細は、58ページ「Windowsの設定」を参照してください。

電源の切断

アプリケーションまたはOSの機能から電源を切断してください。

 本製品の電源を切るときは、アプリケーションまたはOSの機能を使用してください。
 アプリケーションまたはOSのトラブルで電源を切ることができない場合を除いて、以下の操
作はしないでください。作業中のデータが失われたり、OS のリカバリーが必要になったり、
HDDやSSDなどのハードウェアが故障したりするおそれがあります。
 電源ボタンを約 4 秒間押し続けることによる強制終了
 分電盤のブレーカーを切る、ACケーブル・DCケーブルを引き抜くことによる電源遮断
停電・瞬時停電による電源の遮断によっても、同様の事象が発生するおそれがあります。停
電・瞬時停電による電源の遮断を防止するために、無停電電源装置（UPS）の使用をおすす
めします。

 EPSON TMNet WebConfig からも本製品の電源を切断できます。(111ページ )
 Webアプリケーションからも本製品の電源を切断できます。詳細は、「Epson ePOS SDK for   
JavaScript ユーザーズマニュアル」を参照してください。

注意

参考
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2

電源ボタンの設定

本製品の電源が入っている状態で電源ボタンを押したときの機能を設定できます。
変更は、Windowsの「電源オプション」、またはEPSON TMNet Configの「シャットダウン設定」で行います。
設定できる機能と設定方法は以下のとおりです。

スタンバイは、現在の作業内容がメモリーに保存されます。スタンバイから復帰させると、素早く前回の状態
からの作業を再開できます。スタンバイのときにACアダプターが抜かれると、メモリーに保存された作業内
容は失われます。
本製品でWindows の休止を使用する場合の設定は、60ページ「Windowsの休止」を参照してください。

スタンバイ /休止からの復帰
本製品がWindows のスタンバイまたは休止の場合は、電源ボタンを押すと元の状態に復帰します。

電源ボタンの誤操作防止

付属の電源ボタンカバーを取り付けると、電源ボタンの誤操作を防止できます。
詳細は、44ページ「電源ボタンカバー」を参照してください。

強制終了

アプリケーションまたはOSの機能で電源をシャットダウンできないときは、本製品を強制終了することがで
きます。本製品の電源が切れるまで、電源ボタンを約4秒間押し続けてください。

機能 説明 Windowsから設定 EPSON TMNet 
WebConfig から設定

シャットダウン Windows をシャットダウンし電源を
切断 (初期設定 )。

✔ ✔

何もしない 無効 ( 何もしない ) ✔ ✔

スタンバイ Windowsのスタンバイへ移行 ✔ -

休止 Windowsの休止へ移行 ✔ -

本製品を強制終了した場合、作業中のデータが失われたり、OSのリカバリーが必要になったり、
HDDやSSDなどのハードウェアが故障するおそれがあります。注意
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2

オンラインとオフライン
ここでは、本製品のプリンターがオンラインおよびオフラインになる条件を説明しています。
プリンターがオンラインのときは印刷できますが、オフラインのときは印刷できません。
本製品のコンピューターとプリンターはそれぞれ独立して動作しているので、コンピューターはプリンターの
状態に関係なく動作します。
プリンター LEDは、以下のように表示します。

オンライン

オフラインの事象およびプリンターエラーが発生していない場合、オンラインの状態です。

オフライン

以下のような事象が発生すると、プリンターはオフラインになります。
 電源投入直後
 プリンターリセット直後
 セルフテスト実行時
 ロール紙カバーオープン時
 Feed ボタンを押しての紙送り実行時
 紙なしで印字停止したとき ( ロール紙エンド検出器の紙なしのとき、またはロール紙ニアエンド検出時に印 
字停止するよう設定されているとき )

 エラー発生時 ( エラーの詳細については、20ページ「エラーステータス」を参照してください。)

プリンターの状態 電源 LED Error LED

オンライン 点灯 消灯

オフライン 点灯 点灯
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ロール紙の取り扱い

ロール紙のセット

1 カバーオープンボタンを押して、ロール紙カバーを開けます。

2 使用済みのロール紙があれば取り出します。

3 ロール紙を正しい向きに入れます。

警告
 印字中はロール紙カバーを開けないでください。 
プリンターが損傷するおそれがあります。

 ロール紙のセット時に、マニュアルカッターに手を触れないでください。 
マニュアルカッターは鋭利なため、けがをするおそれがあります。

 ロール紙はプリンターの仕様に適合したものをご使用ください。用紙仕様の詳細は、134ペー
ジ「ロール紙仕様」を参照してください。

 ロール紙は、芯にロール紙が糊付けしてあるタイプのものは使用しないでください。
注意
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4 ロール紙の先端を少し引き出して、ロール紙カバーを閉めます。

5 引き出しておいた紙を切り取ります。
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紙ジャムの除去

プリンター内にロール紙が詰まったときは以下の手順で紙を除去し、プリンターをリセットします。

1 ロール紙カバーを開けます。

2 詰まった紙を除去します。

3 プリンターリセットボタンを押して、プリンターをリセットします。

ロール紙カバーが開かない
オートカッター刃がロックされていると、ロール紙カバーが開きません。
以下の手順でオートカッター刃を正常な位置に戻し、詰まった紙を取り除きます。

1 本製品の電源を切ります。

2 カッターカバーを手前にスライドさせて開けます。

注意
サーマルヘッドに触らないでください。印字後は高温になっていることがあります。
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3 開口部に三角形が見えるまで矢印の方向にノブを回します。カッター刃が標準位置に戻り
ます。
操作説明のラベルがカッターの近くに貼ってあるので参照してください。

4 カッターカバーを閉めます。

5 ロール紙カバーを開けます。

6 詰まった紙を取り除きます。

7 本製品の電源を入れます。
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ロール紙ニアエンドの設定

以下の場合、ロール紙ニアエンド検出位置の調整をする必要があります。
 使用するロール紙の芯の太さに応じて検出位置を調整する場合
 ロール紙の残量検出位置を調整する場合

ロール紙ニアエンド検出位置の調整手順は以下のとおりです。

1 ロール紙カバーを開け、ロール紙を取り出します。

2 検出器を止めている調整ネジをゆるめ、調整目盛り段に位置決め板の上端を合わせます。

3 調整ネジを締め付けます。

4 調整後、検出レバーがスムーズに動作することを確認します。

 ロール紙の中心部は、それぞれのロール紙使用により形状が若干異なるため、厳密にニアエン
ドを検出することはできません。

 ロール紙残量検出器で正しく紙の残量を検出するため、ロール紙は巻き芯の内径が 12 mm、 
外形が18 mmの指定のものを使用してください。

調整目盛り段 ロール紙残量 ( 外径 : mm)

上段 約27

下段 ( 初期設定 ) 約 23

注意

調整ネジ

位置決め板

検出レバー
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周辺機器の取り付けと設定
周辺機器のケーブルを各コネクターに接続します。

USB ケーブル、DisplayPort ケーブル、およびライン出力ケーブルなど、コネクターがロックされないケー
ブルを本製品に接続する際は、ケーブル抜け防止のために、インターフェイスケーブルをワイヤーサドルで固
定してください。

キーボード /マウス

Windows やアプリケーションから操作する場合などに接続します。

USBキーボードおよびUSBマウスを、USBコネクターに接続します。

ディスプレイ

Windows を表示したり、アプリケーションから操作したりする場合などに接続します。

ディスプレイを、VGAコネクターまたはDisplayPort に接続します。タッチパネル入力、オーディオ出力に
対応した製品の場合は、それぞれのポートに接続します。

周辺機器を取り付けたり取り外したりする場合は、必ず本製品の電源を切り、電源コードを抜い
てください。電源コードを抜かずに行うと、故障の原因となります。

USBケーブルは、抜け防止のためにワイヤーサドルで固定してください。

 ディスプレイは本製品の電源が切れている状態で接続してください。電源が入っている状態で
ディスプレイを接続すると、正常に表示されなくなる場合があります。

 DisplayPort ケーブル、USBケーブル、ライン出力ケーブルは、抜け防止のためにワイヤー
サドルで固定してください。

ディスプレイの設定は、Windows の機能で行ってください。

注意

ワイヤーサドル

注意

注意

参考
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USBインターフェイスのTMプリンター

USB インターフェイスの TM プリンターを、USB コネクターに接続します。プリンターの設定などは、各
TMプリンターの「詳細取扱説明書」を参照してください。
 PC-POSシステム 
使用するシステムに合わせてドライバーなどの設定をします。詳細は、123ページ「PC-POSシステム開
発」を参照してください。

TM-DT ソフトウェアを使用しているシステムでは使用できません。

ネットワークプリンター

ネットワークプリンターは、本製品と同じネットワークに接続します。プリンターの設定などは、各 TMプリ
ンターの「詳細取扱説明書」を参照してください。
 PC-POSシステム 
使用するシステムに合わせてドライバーなどの設定をします。詳細は、123ページ「PC-POSシステム開
発」を参照してください。

 TM-DT ソフトウェアを使用したシステム 
デバイス ID、IP アドレス、プリンターの機種などは、EPSON TMNet WebConfig で設定します。詳細  
は、96ページ「設定 - Web サービス設定 - プリンター」を参照してください。

カスタマーディスプレイ

カスタマーディスプレイ (オプション )を、USBコネクターに接続します。
カスタマーディスプレイの接続方法やディップスイッチの設定などは、各カスタマーディスプレイの詳細取扱
説明書を参照してください。
 PC-POSシステム 
本製品にはカスタマーディスプレイ COM-USB変換ドライバーがインストールされているので、仮想COM 
ポートとして認識されます。 
使用するシステムに合わせてドライバーなどの設定をします。詳細は、123ページ「PC-POSシステム開
発」を参照してください。

 TM-DT ソフトウェアを使用したシステム 
カスタマーディスプレイ使用の有無、通信速度などは、EPSON TMNet WebConfigで設定します。詳細  
は、96ページ「設定 - Web サービス設定 - カスタマーディスプレイ」を参照してください。

USBケーブルは、抜け防止のためにワイヤーサドルで固定してください。

USBケーブルは、抜け防止のためにワイヤーサドルで固定してください。

注意

注意
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操作
カスタマーディスプレイの向きや角度を変える際は、本製品を手で押さえながら、表示部や L字型支柱を動か
してください。動きが止まったら、それ以上動かさないでください。

ディスプレイの回転範囲は以下のとおりです。
 ディスプレイのチルト角度 : 最大 48°(4段階 5ポジション )

 ディスプレイの回転角度 : 最大 300°

 支柱の回転角度 : 最大 270°

注意
カスタマーディスプレイに強い力を加えないでください。無理に動かすと、ディスプレイが破損
するおそれがあります。

48°

300°

270°
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キャッシュドロアー

キャッシュドロアーを、DKコネクターに接続します。
ドロアー接続ケーブルのコネクターを、本製品にカチッという音がするまで押し込みます。

 PC-POSシステム 
キャッシュドロアーは、本製品のプリンターから制御します。キャッシュドロアー専用のドライバーは不要
で、プリンタードライバーを使用します。

 TM-DT ソフトウェアを使用したシステム 
キャッシュドロアーは、本製品のプリンターから制御します。プリンターの設定をすると使用できます。

警告
 キャッシュドロアーの仕様は、製造メーカーや型番によって大きく異なります。本製品に指定
外のキャッシュドロアーを接続する場合、キャッシュドロアーの使用が以下の条件を満たすこ
とを確認してください。条件を満たさない場合、機器が破損するおそれがあります。
 DKコネクター4-2ピン間もしくは4-5ピン間にドロアーキックソレノイドなどの負荷があること
 ドロアーオープン/クローズ信号を使用する場合、ドロアーキックコネクター3-6ピン間にスイッ
チがあること

 ドロアーキックソレノイドなどの負荷の抵抗値が24Ω以上、または入力電源が1A以下であるこ
と

 キャッシュドロアーの電源は、ドロアーキックコネクター4ピンの24V出力以外は使用しないこ
と

 ドロアー接続ケーブルは、シールドタイプのケーブルを使用してください。
 2ドライブを同時に駆動することはできません。
 ドロアー駆動パルスを連続して送る場合、ドロアー駆動パルスの4倍以上の時間間隔を開けて
ください。

 キャッシュドロアーの電源は、必ずプリンターの電源(コネクターピン4)を使用してください。
 DKコネクターに、電話線を差し込まないでください。電話回線またはプリンターを破損する
おそれがあります。

TMプリンター用オプション製品の使用をお勧めします。

DKコネクター

参考
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DKコネクター接続図

F.G

+24V

DKコネクター ( シールド付き )

プリンター側 使用者側 (ドロアー側 )

ドロアーオープン /クローズスイッチ

ドロアーキックソレノイド

1

2

3

4

5

6
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キー入力デバイス

キー入力デバイスを、USB コネクターに接続します。バーコードスキャナーなどの設定は、各製品のマニュ
アルを参照してください。
 PC-POSシステム 
HID デバイスとして認識されるため、設定は不要です。

 TM-DT ソフトウェアを使用したシステム 
デバイス ID、制御スクリプトなどは、EPSON TMNet WebConfig で設定します。詳細は、97 ページ  
「設定 - Web サービス設定 - キー入力デバイス」を参照してください。

シリアル通信デバイス

シリアル通信デバイスを、COM コネクターに接続します。デバイスの設定およびドライバーのインストール
などは、各製品のマニュアルを参照してください。
 PC-POSシステム 
本製品とデバイスの通信条件を合わせてください。

 TM-DT ソフトウェアを使用したシステム 
EPSON TMNet WebConfig とデバイスの通信条件を合わせてください。 
デバイス ID、通信条件、制御スクリプトなどは、EPSON TMNet WebConfig で設定します。詳細は、98  
ページ「設定 - Web サービス設定 - シリアル通信デバイス」を参照してください。

USBケーブルは、抜け防止のためにワイヤーサドルで固定してください。
注意
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ネットワークの設定

有線LANネットワークへの接続

LANケーブルの接続

LANコネクターに、10BASE-T/100BASE-TX LANケーブルをカチッという音がするまで押し込みます。

ネットワークの設定
IP アドレスなどのネットワーク設定をします。以下の方法で設定できます。
 Windows で設定する 
Windows コンピューターと同様の設定をします。

 EPSON TMNet WebConfig で設定する (106ページ )

注意
 LANコネクターを使用する場合、屋外に架空配線された LANケーブルは、必ず他のサージ対
策の施された機器を経由してから接続してください。誘導雷によって機器が故障するおそれが
あります。

 LANコネクターには、カスタマーディスプレイケーブル、ドロアー接続ケーブル、および一般
公衆回線を決して差し込まないでください。
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無線 LANネットワークへの接続

オプションの無線 LANケーブルセット (OT-WL01) を使用すると、本製品を無線 LAN接続で使用できます。

無線 LANケーブルセットの接続
USBコネクターに、無線 LANケーブルセットを接続します。
以下の手順で、無線 LANケーブルセットを接続します。

1 無線LANユニットの抜け防止のため、ユニットを差し込む側のUSB延長ケーブルのコネ
クターに、ゴムカバーを取り付けます。

2 無線 LANユニットを、USB延長ケーブルのコネクターに差し込みます。

3 プリンターのUSBコネクターに、USB延長ケーブルを接続します。

無線 LAN ユニット裏面に貼ってあるラベルの表示が隠れないように、ゴムカバーの取り付け位
置を調整してください。

無線 LANユニットを固定したい場合は、付属する固定用テープを無線 LANユニットの大きさに
合わせてカットして貼り付け、通信状況が良い場所に固定してください。

ゴムカバー

注意

参考
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無線 LANケーブルセットの LED
無線 LANケーブルセット (オプション )の LEDの点滅パターンによって、通信状態を確認できます。

ネットワークの設定
IP アドレスなどのネットワーク設定をします。以下の方法で設定できます。
 Windows で設定する 
Windows コンピューターと同様の設定をします。

 EPSON TMNet WebConfig で設定する (107ページ、108ページ )

LEDの点滅パターン 説明

消灯 本製品に接続されていません。または、本製品の電源が入っていません。

点滅 無線 LANユニットが動作中です。

速い点滅 無線 LAN通信中です。

LED
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付属品の取り付け

電源ボタンカバー

付属の電源ボタンカバーを本製品に取り付けると、電源ボタンの誤操作を防止できます。

1 電源ボタンカバーを開きます。

2 裏面のシールをはがします。

3 本製品の、下図の位置に貼り付けます。

電源ボタンの周りに汚れなどが付着している場合は、拭き取ってから取り付けることをお勧めし
ます。参考

電源ボタンカバーの内側の端を 
電源ボタンの上端に揃える。電源ボタンカバーの左端をプリンター 

リセットボタンの右端に揃える。

プリンターリセットボタン 電源ボタン
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コネクターカバー

コネクターカバーの取り付け
コネクターカバーを取り付けることで、本製品に接続したケーブルを保護することができます。

以下の手順でコネクターカバーを取り付けます。

1 本製品にカスタマーディスプレイ(オプション)を取り付ける場合は、コネクターカバーか
らU字型部品を取り外してください。

2 コネクターカバーのフックを本体のくぼみに合わせます。

3 コネクターカバーをしっかりと本体に押し込みます。

4 本体の底面を下にして置き、ケーブルが本製品に狭まれていないことを確認します。

注意
コネクターカバーを取り付ける際は、必ず両側を持ってください。コネクターカバーが破損する
場合があります。
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コネクターカバーの取り外し
コネクターカバーの両側の下部分を内側に向かって押しながら、フックを本製品から外します。
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固定用テープ ( オプション )

オプションの固定用テープ ( 型番 : DF-10) を使用して本製品を設置面に固定する場合は、以下の手順に従っ 
てください。

1 製品底面が見えるように製品を置きます。

2 固定用テープが2枚重なった状態のまま片面のシールをはがし、製品底面の固定用テープ
貼り付け位置の1箇所へ固定用テープを貼り付けます。

3 残りの3箇所の貼り付け位置にも同様に、固定用テープを貼り付けます。

4 各組のシールをはがした後、製品底面を下向きにして設置面へ置き、しっかりと固定しま
す。

位置決め線
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クリーニング

サーマルヘッド

レシートの印字品質を保つため、サーマルヘッドの定期的 (3か月に 1回程度 )なお手入れをお勧めします。

ロール紙カバーを開け、アルコール溶剤 ( エタノールまたはイソプロピルアルコール ) を含ませた綿棒で、サー
マルヘッドの発熱素子の汚れを取り除きます。

使用するロール紙によっては、紙粉がプラテンローラーやロール紙エンド検出器に付着することがあります。
その場合は、軽く水を含ませた綿棒で、プラテンローラーやロール紙エンド検出器に付着した紙粉を除去して
ください。

ケース

乾いた布か水で少し湿らせた布で汚れを拭き取ってください。汚れがひどいときは、中性洗剤を少量含ませた
布をよく絞ってから拭き取ってください。このとき、電源コードは必ずコンセントから抜いてください。

注意
 印字後はサーマルヘッドと周囲のフレームが高温になっている場合があります。すぐにサーマ
ルヘッドに触らずに、しばらく時間をおいて温度が下がるのを待ってからお手入れをしてくだ
さい。

 指や硬いものでサーマルヘッドに傷を付けないようにしてください。

アルコール、ベンジン、シンナーなどの溶剤は使用しないでください。プラスチックおよびゴム
部分を変質、破損させるおそれがあります。

注意
本製品のクリーニングをする際は、本製品の電源を切ってください。クリーニングの後は、本製
品が完全に乾いてから電源を入れてください。

サーマルヘッド

注意
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輸送方法
本製品を輸送する場合は、以下の手順に従ってください。

1 電源を切ります。

2 周辺機器、ACアダプターを取り外します。

3 ロール紙を取り除きます。

4 上下方向を維持したまま梱包します。
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メモリースイッチの設定
本製品のプリンターには、ソフトウェアの設定機能としてメモリースイッチがあり、プリンターのさまざまな
設定が行えます。
メモリースイッチの設定は、TM-T88V Utility またはソフトウェア設定モードで設定します。
設定内容は、以下のとおりです。

機能 ソフトウェア
設定モード TM-T88V Utility

Paper width/ 用紙幅 - -

Print density/ 印字濃度 ✔ ✔

Multi-tone print density/ 多階調印字濃度 ✔ ✔

Print speed/ 印字速度 ✔ ✔

Font/ フォントの設定
Code page/ コードページ
International character set/ 国際文字
Font A/B replacement/ フォントA・B置き換え

✔ ✔

Optional Buzzer/ 外付けオプションブザーの設定 - -

Number of head energizing parts/ ヘッド通電分割数の選択 ✔ -

Power supply unit capacity/ 電源容量 ✔ ✔

Automatic paper cut/ 自動用紙カット ✔ ✔

Paper reduction/ 用紙節約の設定
Upper space reduction/ 上余白の削減
Lower space reduction/ 下余白の削減
Line space reduction rate/ 行間の削減率
Line feed reduction rate/ 改行の削減率
Barcode height reduction rate/ バーコード高さの削減率

✔ ✔

 本製品のソフトウェア設定モードで本製品に直接設定する方法については、56 ページ「ソフ
トウェア設定モード」を参照してください。

 TM-T88V Utility については、TM-T88V Utility に含まれるユーザーズマニュアルを参照し   
てください。

参考
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機能

用紙幅

印字濃度
Depends On Dip Switch、およびレベル1～13(70 %～ 130 %) の範囲で指定できます。

多階調印字濃度
レベル1～13(70 %～ 130 %) の範囲で指定できます。(初期設定：レベル7)

印字速度
レベル1( 遅い ) ～レベル13( 速い ) の範囲で指定できます。(初期設定 : レベル13)

フォントの設定
 コードページ : 43のコードページから指定できます。 

( 初期設定 : Page0:PC437: USA, Standard Europe) 
 国際文字 : 18 セットから指定できます。 (初期設定 : USA)
 フォントA・B置き換え (初期設定 : 置き換えなし )

本製品では設定できません。

印字濃度の設定が "Depends On Dip Switch"( 初期値 ) になっていると、印字濃度は標準にな   
ります。通常はこの設定で使用してください。それ以外の設定を指定することもできます。

 事前に印刷濃度 ( モノクロ印字時 )を設定してから、多階調印字濃度を設定してください。
 濃く設定しすぎると、濃淡の濃度差が小さくなるので、印字するグラフィック全体の濃度バラ
ンスを見て設定してください。

印字デューティー、ヘッド温度、データ転送速度などの印字条件によっては、印字速度が自動調
整され、間欠印字 ( 印字途中でモーターが時々停止する ) による白スジが印刷されることがあり
ます。これを防ぐには、印字速度の設定を低速にしてください。

注意

注意

注意

注意
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外付けオプションブザーの設定

ヘッド通電分割数の選択
 1分割 ( 初期設定 )
 2分割
 4分割

電源容量
レベル1( 低い ) ～レベル3( 高い ) の範囲を指定できます。(初期設定 : レベル3)
印字パターンやお使いの電源などの環境により、低電圧エラーや電源シャットダウンなどの問題が生じた場合
に、電源容量を設定することで、問題を回避できることがあります。電源容量をレベル1にしても問題が回避
できない場合、印字速度を遅くする、ヘッド通電分割数を増やす、印字パターンを見直す ( 印字量を少なくす
る )などにより、問題を回避できることがあります。

自動用紙カット
 この機能を使用しない (初期設定 )
 カバークローズ時に用紙を自動カットする
 用紙カット時にロゴを印刷する

用紙節約の設定
印字データに含まれる紙送り (余白 ) 部分およびバーコードの高さを削減できます。
 上余白の削減
 下余白の削減
 行間の削減率
 改行の削減率
 バーコード高さの削減率

本製品では使用しません。

 ヘッド通電分割数は、通常変更する必要はありません。
 最大速度 (300 mm/s) で印字する場合、"1分割 " を設定してください。

ソフトウェア設定モードでは、" 用紙カット時にロゴを印刷する " は設定できません。

参考

参考

参考
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プリンターの設定・確認モード
本製品の各種設定を確認するために、通常印字モードのほかに以下のモードが用意されています。
 セルフテストモード (54ページ )
 NVグラフィックス情報印刷モード (54ページ )
 レシートエンハンスメント情報印刷モード (55ページ )
 ソフトウェア設定モード (56ページ )
 16進ダンプモード (57ページ )
電源を入れるときの操作によりセルフテストモードまたは16進ダンプモードを選択します。
NVグラフィックス情報印字モード、レシートエンハンスメント情報印字モード、ソフトウェア設定モードは、
セルフテストの途中でおこなう Feed ボタン操作により選択します。

図中①、②では以下のガイダンスが印字され、Paper LEDが点滅してユーザー操作を促します。

①セルフテスト継続ガイダンス ②モード選択ガイダンス

 

ロール紙カバーを閉じ、Feed ボタンを押しながら電源を入れる

セルフテスト

Feedボタンを短押し (1秒未満) Feed ボタンを長押し (1 秒以上 ) 

Feed ボタンを
1回短押し ＋ 長押し

ロール紙カバーを開け、Feed ボタンを押しながら電源を入れ、ロール紙カバーを閉じる

セルフテスト継続 モード選択ガイダンス

NVグラフィックス
情報印字

レシートエンハンスメント
情報印字 ソフトウェア設定

16進ダンプ

Feed ボタンを
2回短押し ＋ 長押し

Feed ボタンを
3回短押し ＋ 長押し

"Select Modes by pressing Feed Button.
     Continue SELF-TEST : Less than 1 second
     Mode Selection  : 1 second or more"

Mode Selection
Modes

0: Exit and Reboot Printer
1: NV Graphics Information
2: Receipt Enhancement Information
3: Customize Value Settings
4: or more: None

Select Modes by executing following 
procedure.

step 1. Press the Feed button less 
than 1 second as many times 
as the selected mode number.

step 2. Press Feed button for 1 
second or more.
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セルフテストモード

セルフテストモードでは、以下の設定を確認できます。
 プリンターのファームウェアのバージョン
 受信バッファーサイズ
 BUSY条件
 搭載多国語フォント
 印字濃度
 メンテナンスカウンター情報 (プリントヘッド走行距離、オートカッター動作回数 )

以下の手順で実行します。

1 ロール紙カバーを閉じます。

2 Feedボタンを押しながら電源を入れます。 (印字が開始するまでFeedボタンを押し続け 
てください。)
プリンターの状態印字に続いて、セルフテスト継続ガイダンスが印字され、電源 LEDが点滅します。

3 Feed ボタンを短押し (1秒未満 )して、セルフテストを継続します。
搭載文字がローリング印字されます。
「*** Completed ***」と印字した後、プリンターは初期化され通常モードに移行します。

NVグラフィックス情報印刷モード

NVグラフィックス情報印字モードでは、以下の設定を確認できます。
 NVグラフィックス容量
 NVグラフィックス使用容量
 NVグラフィックス空き容量
 NVグラフィックス登録数
 各データのキーコード、X方向ドット数、Y方向ドット数、定義色数
 NVグラフィックスデータ

以下の手順で実行します。

1 セルフテストを実行後、Feed ボタンを長押し (1秒以上 )して、モード選択を選びます。
モード選択ガイダンスが印字され、電源 LEDが点滅します。

2 Feedボタンを1回短押し(1秒未満)した後、長押し(1秒以上)して、NVグラフィックス情
報を印字します。
NVグラフィックス情報印字の後、モード選択ガイダンスが再度印字されます。

3 終了するには、電源を切るか、"Exit and Reboot Printer" を選択します。
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レシートエンハンスメント情報印刷モード

レシートエンハンスメント情報印字モードでは、以下の設定を確認できます。
 自動トップロゴ設定
 自動ボトムロゴ設定
 自動トップロゴ /自動ボトムロゴ拡張設定

以下の手順で実行します。

1 セルフテストを実行後、Feed ボタンを長押し (1秒以上 )して、モード選択を選びます。
モード選択ガイダンスが印字され、電源 LEDが点滅します。

2 Feedボタンを2回短押し(1秒未満)した後、長押し(1秒以上)して、レシートエンハンス
メント情報を印字します。
レシートエンハンスメント情報印字の後、モード選択ガイダンスが再度印字されます。

3 終了するには、電源を切るか、"Exit and Reboot Printer" を選択します。
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ソフトウェア設定モード

ソフトウェア設定モードでは、プリンターのメモリースイッチを設定します。設定項目は、51 ページ「機能」
を参照してください。
 印字濃度
 用紙節約
 カバークローズ時の自動用紙カット
 用紙幅
 文字コードページ /国際文字セット初期値
 フォント自動置き換え
 電源容量
 印字速度
 その他の設定

以下の手順で実行します。

1 セルフテストを実行後、Feed ボタンを長押し (1秒以上 )して、モード選択を選びます。
モード選択ガイダンスが印字され、電源 LEDが点滅します。

2 Feedボタンを3回短押し(1秒未満)した後、長押し(1秒以上)して、ソフトウェア設定モー
ドを開始します。
設定できる項目が印字されます。

3 印字結果に表示されている回数分、Feedボタンを短押し(1秒未満)した後、長押し(1秒
以上 )して、設定する項目を選択します。

4 印字結果に表示されている回数分、Feedボタンを短押し(1秒未満)した後、長押し(1秒
以上 )して、設定する値を選択します。
カスタマイズバリューが保存され、ソフトウェア設定モードで設定できる項目が再度印字されます。

5 終了するには、電源を切るか、"Exit and Reboot Printer" を選択します。
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16進ダンプモード

16進ダンプモードでは、本製品のプリンターが受信したデータを、16進数と文字で印字します。
本モードに設定後、アプリケーションからプリンターへ印刷を行うと、プリンターが受信したデータを印字し
ます。
この印字結果とプログラムを見比べることで、プリンターに正しくデータが送られているかを確認できます。

以下の手順で実行します。

1 ロール紙カバーを開けます。

2 Feedボタンを押しながら電源を入れます。(エラーLEDが点灯するまでFeedボタンを押
し続けてください。)

3 ロール紙カバーを閉じます。
以降、プリンターが受信したデータはすべて16進数とそれに対応するASCII 文字で印字されます。

 16進ダンプモードの印字例

4 16進ダンプモードを終了するには、印字停止後電源を切るか、Feedボタンを3回押しま
す。

 印字データに該当する文字が無い場合は、“.”と印字されます。
 印字データが1行に満たないときは、Feed ボタンを押すと、その行の印字が行われます。
 16 進ダンプモード中は、プリンターステータスを確認するアプリケーションは正常に動作し
ない場合があります。プリンターは「ステータスのリアルタイム送信」コマンドに対するス
テータスのみ返します。

参考
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Windowsの設定
Windows Embedded POSReady 7

Windows の初期設定

本製品の電源を初めて入れたときの、Windowsの初期設定の手順は以下のとおりです。

1 本製品の電源が切れていることを確認し、ディスプレイとキーボードを接続します。

2 本製品の電源を入れます。
Windowsのセットアップ画面が表示されます。

3 ログオン画面が表示されたら、パスワードを入力します。
初期設定は、ユーザー名が "EPSON-USER"、パスワードが "T88V-DT" です。

4 Windowsのデスクトップが表示されます。[スタート]-[コントロールパネル]-[日付と時
刻 ] を選択し、" 日付と時刻のプロパティ " を表示します。日付と時刻、タイムゾーンを     
設定します。

Windows の起動と終了

Windows の起動
本製品の電源を入れると、Windows が起動します。

Windows の終了
Windows をシャットダウンすると、本製品の電源も切れます。

日付と時刻、タイムゾーンは、後から設定することもできます。
参考
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ePOS-Device Service の有効化 /無効化

本製品ではWindows上で TM-DT ソフトウェアが動作しています。
本製品をPC-POSシステム、またはThin-Clientシステムで使用する場合、このソフトウェアは使用しません。
本ソフトウェアの動作を無効化に設定すると100MB以上の使用可能メモリーを増やすことができます。

ePOS-Device Service の有効化
デスクトップのショートカット [ePOS-Device の有効化 ]を実行します。

ePOS-Device Service の無効化
デスクトップのショートカット [ePOS-Device の無効化 ]を実行します。

スピーカーの音量設定

本製品に搭載されているスピーカーの音量は、Windows のスピーカー音量調節機能で調節します。

初期設定では、ePOS-Device Service は [ 有効 ] に設定されています。
参考
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Windows の休止

本製品の電源ボタンを押したときに、Windowsの休止に移行させることができます。
休止は、現在の作業内容がストレージに保存されます。休止から復帰させると、前回の状態からの作業を再開
できます。
初期設定ではWindowsの休止を使用できない状態になっているため、必要に応じて設定してください。

1 本製品の電源が切れていることを確認し、ディスプレイとキーボードを接続します。

2 本製品の電源を入れ、すぐにキーボードの "Delete" キーを押し続けます。
BIOSメニューが起動します。

3 キーボードの方向キーを操作し、"Advanced" タブ - "ACPI Settings" を選択します。

4 キーボードの "Enter" キーを押します。"ACPI Settings" のサブメニューが表示されま 
す。

5 キーボードの方向キーを操作して "Enable ACPI Configuration" を選択し、"Enter"  
キーを押します。

6 "Enabled" を選択し、"Enter" キーを押します。
"Enable ACPI Auto Configuration" が、"Enabled" に設定されます。

7 キーボードの "Esc" キーを押し、"ACPI Settings" のサブメニューを終了します。

8 キーボードの方向キーを操作し、"Save & Exit" タブ - "Save Changes and Reset" を       
選択します。

9 キーボードの "Enter" キーを押すと、確認メッセージが表示されます。 
"Yes" を選択して、"Enter" キーを押します。
BIOSの設定が保存され、Windows が起動します。

 本設定は、Windows Embedded POSReady 7 で有効な機能です。
 本設定は、管理者権限を持つユーザーアカウントで行ってください。
 Windows の休止を使用する場合、メインメモリーと同容量のシステムファイルが作成されま
す。

周辺機器の接続方法については、35ページ「周辺機器の取り付けと設定」を参照してください。

参考

参考



61

第3章    Windowsの設定    

3

10ログオン画面が表示されます。Windows にログオンします。
Windowsのデスクトップ画面が表示されます。

11[スタート]-[すべてのプログラム]-[アクセサリ]から、"コマンドプロンプト"を右クリック
し、" 管理者として実行 "をクリックします。

12" ユーザーアカウント制御 " 画面が表示されます。[はい ]をクリックします。

13以下のコマンドを実行します。
powercfg /h on

Windows の電源オプションで、Windowsの休止を選択できるようになります。



62

第3章    Windowsの設定    

3

Windows のリカバリー

以下の手順でリカバリーとWindowsの初期設定をしてください。

1 本製品の電源が切れていることを確認し、ディスプレイ、キーボード、マウス、および
DVDドライブを接続します。

2 リカバリーディスクをDVDドライブに挿入します。

3 本製品の電源を入れます。"Press any key to boot from CD or DVD" と表示されま        
す。任意のキーを押します。

4 リカバリーディスクから起動し、メッセージ "Do you want to recover?" と表示されま    
す。[Yes] を押します。

5 確認メッセージ "All data on disc will be deleted. Do you really want to start            
recovery?" が表示されます。[Yes] を押します。
リカバリーが実行されます。

6 リカバリー終了後、本製品が自動でシャットダウンします。その後自動で再起動し、
Windowsの初期設定を行います。

7 ログオン画面が表示されたら、パスワードを入力します。
初期設定は、ユーザー名が "EPSON-USER"、パスワードが "T88V-DT" です。

8 [スタート]-[コントロールパネル]-[日付と時刻]を選択し、"日付と時刻のプロパティ"を
表示します。日付と時刻、タイムゾーンを設定します。

9 本製品の電源を切り、ディスプレイ、キーボード、マウス、およびDVDドライブを取り
外します。

以上で、リカバリーとWindows の初期設定が終了です。

リカバリーすると、本製品のすべてのデータが消去されます。必要なデータはあらかじめバック
アップしてください。

 リカバリーの所要時間は約40分です。
 Windows のリカバリーには、USBインターフェイスのDVDドライブが必要です。

周辺機器の接続方法については、35ページ「周辺機器の取り付けと設定」を参照してください。

Windows が初期設定をしている間は、キーボードを操作しないでください。

注意

参考

参考

参考
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仕様

プレインストール情報

本製品の仕様によって、バージョンが異なります。

項目 内容

ストレージフォーマット

ファイルシステム NTFS

ボリュームラベル TM-T88V-DT

プレインストールされているソフトウェア

OS Windows® Embedded POSReady 7

Additional  
Packages

.NET Framework 2.0 SP2

.NET Framework 3.0 SP2

.NET Framework 3.5 SP1

ドライバー Intel® AtomTM チップセットドライバー

Intel® Graphics Media Accelerator 3600 Series Driver

GPIO ドライバー

Broadcomネットワークドライバー

Conexant サウンドドライバー

EPSON Advanced Printer Driver Ver.5

EPSON TMプリンター通信モジュール

カスタマーディスプレイCOM-USB変換ドライバー

TM-DTソフトウェア TM-DT ソフトウェア *

ツール EPSON TMNet WebConfig

WriteFilter ユーティリティー

TM-T88V Utility

ユーザー情報 (初期状態 )

ユーザー EPSON-USER

ユーザーパスワード T88V-DT

EPSON TMNet WebConfig の情報 ( 初期状態 )

ユーザー epson

ユーザーパスワード epson



64

第3章    Windowsの設定    

3

Windows Embedded POSReady 2009

Windows の初期設定

本製品の電源を初めて入れたときの、Windowsの初期設定の手順は以下のとおりです。

1 本製品の電源が切れていることを確認し、ディスプレイとキーボードを接続します。

2 本製品の電源を入れます。
Windowsのセットアップ画面が表示されます。

3 ログオン画面が表示されたら、パスワードを入力します。
初期設定は、ユーザー名が "Administrator"、パスワードが "T88V-DT" です。

4 Windowsのデスクトップが表示されます。[スタート]-[コントロールパネル]-[日付と時
刻 ] を選択し、" 日付と時刻のプロパティ " を表示します。日付と時刻、タイムゾーンを     
設定します。

Windows の起動と終了

Windows の起動
本製品の電源を入れると、Windows が起動します。

Windows の終了
Windows をシャットダウンすると、本製品の電源も切れます。

日付と時刻、タイムゾーンは、後から設定することもできます。
参考
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ePOS-Device Service の有効化 /無効化

本製品ではWindows上で TM-DT ソフトウェアが動作しています。
本製品をPC-POSシステム、またはThin-Clientシステムで使用する場合、このソフトウェアは使用しません。
本ソフトウェアの動作を無効化に設定すると100MB以上の使用可能メモリーを増やすことができます。

ePOS-Device Service の有効化
デスクトップのショートカット [ePOS-Device の有効化 ]を実行します。

ePOS-Device Service の無効化
デスクトップのショートカット [ePOS-Device の無効化 ]を実行します。

スピーカーの音量設定

本製品に搭載されているスピーカーの音量は、Windows のスピーカー音量調節機能で調節します。

初期設定では、ePOS-Device Service は [ 有効 ] に設定されています。
参考
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Windows のリカバリー

以下の手順でリカバリーとWindowsの初期設定をしてください。

1 本製品の電源が切れていることを確認し、ディスプレイ、キーボード、マウス、および
DVDドライブを接続します。

2 リカバリーディスクをDVDドライブに挿入します。

3 本製品の電源を入れます。"Press any key to boot from CD or DVD" と表示されま        
す。任意のキーを押します。

4 リカバリーディスクから起動し、メッセージ "Do you want to recover?" と表示されま    
す。[Yes] を押します。

5 確認メッセージ "All data on disc will be deleted. Do you really want to start            
recovery?" が表示されます。[Yes] を押します。
リカバリーが実行されます。

6 リカバリー終了後、本製品が自動でシャットダウンします。その後自動で再起動し、
Windowsの初期設定を行います。

7 ログオン画面が表示されたら、パスワードを入力します。
初期設定は、ユーザー名が "Administrator"、パスワードが "T88V-DT" です。

8 [スタート]-[コントロールパネル]-[日付と時刻]を選択し、"日付と時刻のプロパティ"を
表示します。日付と時刻、タイムゾーンを設定します。

9 本製品の電源を切り、ディスプレイ、キーボード、マウス、およびDVDドライブを取り
外します。

以上で、リカバリーとWindows の初期設定が終了です。

リカバリーすると、本製品のすべてのデータが消去されます。必要なデータはあらかじめバック
アップしてください。

 リカバリーの所要時間は約40分です。
 Windows のリカバリーには、USBインターフェイスのDVDドライブが必要です。

周辺機器の接続方法については、35ページ「周辺機器の取り付けと設定」を参照してください。

Windows が初期設定をしている間は、キーボードを操作しないでください。

注意

参考

参考

参考
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仕様

プレインストール情報

本製品の仕様によって、バージョンが異なります。

項目 内容

ストレージフォーマット

ファイルシステム NTFS

ボリュームラベル TM-T88V-DT

プレインストールされているソフトウェア

OS Windows® Embedded POSReady 2009

Additional  
Packages

.NET Framework 2.0 SP2

.NET Framework 3.0 SP2

.NET Framework 3.5 SP1

ドライバー Intel® AtomTM チップセットドライバー

Intel® SATA AHCI Driver

Intel® Embedded Media and Graphics Driver

GPIO ドライバー

Broadcomネットワークドライバー

Conexant サウンドドライバー

EPSON Advanced Printer Driver Ver.5

EPSON TMプリンター通信モジュール

カスタマーディスプレイCOM-USB変換ドライバー

TM-DTソフトウェア TM-DT ソフトウェア *

ツール EPSON TMNet WebConfig

WriteFilter ユーティリティー

TM-T88V Utility

ユーザー情報 (初期状態 )

ユーザー Administrator

ユーザーパスワード T88V-DT

EPSON TMNet WebConfig の情報 ( 初期状態 )

ユーザー epson

ユーザーパスワード epson
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TM-DTソフトウェアを利用したシステム開発
本章では、TM-DTソフトウェアを利用したシステムを開発するために必要な情報を説明しています。

TM-DTソフトウェアを利用したシステム

ネットワークプリンターの制御

TM-DT ソフトウェアには、同一ネットワーク上にあるネットワークプリンターに印刷したり、プリンターの
ステータスを取得したりする機能を実装しています。スマートデバイスや Web アプリケーションからネット
ワーク経由でプリンターを制御するシステムを構築できます。
SOAP/HTTP通信対応した、幅広い端末およびアプリケーションから制御できます。
お客様のアプリケーションからは、デバイス IDを指定するだけでネットワークプリンターを制御できるので、
アプリケーション開発が容易になります。

制御可能なネットワークプリンターは、121ページ「TM-DTソフトウェア仕様」を参照してください。

設定項目

設定 項目

ePOS-Device Service の有効化 /無効化  
(59ページ、65ページ )

 ePOS-Device Service の有効化

Webサービス (95ページ )  デバイス制御の有効化

ネットワークプリンター (96ページ )  プリンターの型番
 デバイス ID
 IP アドレス
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POS周辺機器の制御

TM-DT ソフトウェアには、スマートデバイスのアプリケーションから POS 周辺機器を制御する機能を実装
しています。
デバイス制御スクリプトまたはデバイス制御プログラムで、周辺機器との通信を制御します。
デバイス制御スクリプトは、特定の周辺機器を制御します。
デバイス制御プログラムは、OPOS 仕様準拠の周辺機器を制御します。TM-DT ソフトウェア Ver.4.0 以降で
使用できます。

制御できるPOS周辺機器と、デバイス制御スクリプトやデバイス制御プログラムについては、Epson 
ePOS SDK や ePOS-Device XML のユーザーズマニュアル、TM-DT シリーズ周辺機器制御ガイドを参照
してください。

デバイス制御スクリプト
本製品には、以下のデバイス制御スクリプトが登録されています。

デバイス制御スクリプトは、お客様がお使いになるデバイスに合わせて開発できます。

デバイス制御プログラム
本製品には、以下のデバイス制御プログラムが登録されています。

デバイス制御プログラムは、お客様がお使いになるデバイスに合わせて開発できます。

デバイス デバイスタイプ

キーボード キー入力デバイス

バーコードスキャナー

MSR ( 日立オムロン V3TU-FK)

自動つり銭機 ( グローリー社 RT-200/RAD-200) シリアル通信デバイス

シリアル通信デバイス

デバイス 制御プログラム

POSキーボード OposPOSKeyboardHandler.exe

バーコードスキャナー OposScannerHandler.exe

MSR OposMSRHandler.exe

自動つり銭機 OposCashChangerHandler.exe

信用照会端末 OposCATHandler.exe
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設定項目

設定 項目

ePOS-Device Service の有効化 /無効化  
(59ページ、65ページ )

 ePOS-Device Service の有効化

Webサービス (95ページ )  デバイス制御の有効化

カスタマーディスプレイ (96ページ )  使用する・使用しない

キー入力デバイス (97ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択

シリアル通信デバイス (98ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択
 通信設定

その他のデバイス (99ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択

デバイス制御スクリプト - 追加と削除 (99ページ )  デバイス制御スクリプトの登録

デバイス制御プログラム - デバイス登録 (100ページ )  デバイス ID
 デバイス制御プログラムの選択

デバイス制御プログラム - 追加と削除 (100ページ )  デバイス制御プログラムの登録
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スプーラーと迂回印刷

スプーラー
TM-DT ソフトウェアには、印刷データをスプーラーに保存してバックグラウンド印刷する、スプーラーを実
装しています。複数の印刷が集中するシステムでも、レスポンスが低下しないアプリケーションシステムを構
築できます。
TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。
一般的な印刷アプリケーションは、印刷したことを確認してトランザクションを終了します。そのため、複数
の印刷が集中するシステムの場合は、印刷を待つためにレスポンスが悪くなることがあります。スプーラーを
利用したアプリケーションは、印刷データを保存してすぐにアプリケーションに印刷結果を返します。そのた
め、アプリケーションは実際の印刷完了を待たずに次のオペレーションに移ることができます。

スプーラー機能を使った処理フロー

<デバイスC>

<デバイスB>

<デバイスA>

印刷データ

<スプーラー>
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1 デバイスA～Cが印刷データA～Cを、ほとんど同時に印刷リクエストします。

2 TM-DTソフトウェアは、受け付けた順番に印刷データをスプーラーに保存し、各デバイ
スに印刷結果 (JobID, 印刷結果=true) を返します。

3 各デバイスのアプリケーションは、印刷処理を完了させ、次のオペレーションを実行しま
す。

4 本製品は、印刷データA～Cを順次印刷します。

5 TM-DTソフトウェアは、ログに印刷結果 (JobID, 印刷結果=true) を保存します。

 プリンターがオフラインまたはエラーで印刷できない場合、印刷データをスプールしても
印刷できません。印刷結果はログ保存されるので、アプリケーションから参照して、印刷
結果を確認できます。確認方法は、74ページ「印刷結果の確認方法」を参照してください。

 本製品の電源を切ると、スプーラー保存領域は消去されます。
 印刷データがスプーラーの残容量を超えて、スプールできなかった場合、印刷データは消去さ
れます。スプーラーの容量については、121ページ「TM-DT ソフトウェア仕様」を参照し
てください。

注意
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迂回印刷
TM-DT ソフトウェアには、プリンターから印刷できないときに別のプリンターから印刷する、迂回印刷を実
装しています。1台のプリンターが使えなくても別のプリンターから印刷できる、セキュアなシステムを構築
できます。EPSON TMNet WebConfig に、印刷できなかった場合の迂回先のプリンターを指定するだけで、  
印刷データを再送する必要はありません。
TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。
一般のアプリケーションで、プリンターから印刷できなかった場合に別のプリンターに印刷を行う機能を実装
するには、複雑な処理が必要になります。迂回印刷を利用すると、TM-DT ソフトウェアが自動的に迂回印刷
するので、お客様のアプリケーションの印刷処理をシンプルにすることができます。

スプーラー機能を使った処理フロー

1 デバイスのアプリケーションは、印刷データをTM-DTソフトウェアに送信します。

2 TM-DTソフトウェアはプリンターAに印刷処理をしますが、オフラインのため印刷でき
ません。TM-DTソフトウェアは、スプーラー機能で設定された回数リトライします。

3 TM-DTソフトウェアは、プリンターBに印刷します。

 迂回元および迂回先に設定したプリンターがオフラインまたはエラーで印刷できない場合、迂
回印刷が設定されていても印刷できません。印刷結果はログ保存されるので、アプリケーショ
ンから参照して、印刷結果を確認できます。確認方法は、74 ページ「印刷結果の確認方法」
を参照してください。

 本製品の電源を切ると、迂回印刷のデータは消去されます。迂回印刷の設定は消去されません。
 印刷データがスプーラーの残容量を超えて、スプールできなかった場合、印刷データは消去さ
れます。スプーラーの容量については、121ページ「TM-DT ソフトウェア仕様」を参照して
ください。

<プリンターA> <プリンターB>

<デバイス ( アプリケーション )>

注意
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印刷結果の確認方法

スプーラーが無効の場合
印刷後、アプリケーションに JobID、印刷結果を返します。また、印刷できなかった場合は、JobID、印刷結
果、エラーコードを返します。

スプーラーが有効の場合
 印刷データをスプールできなかった場合 : 
アプリケーションに、[JobID, 印刷結果=false, エラーコード=EX_SPOOLER( スプーラーの停止 )] を返  
します。

 印刷データをスプールできた場合 : 
印刷データをスプール後、アプリケーションに、[JobID, 印刷結果 =true] を返します。この段階では印刷 
は行われていません。実際に印刷できたかどうかは、アプリケーションから本製品へ問い合わせてください。

アプリケーションから印刷結果を確認する方法
アプリケーションから印刷結果の問い合わせがあった場合、本製品は以下の情報を返します。
 印刷成功 : [JobID, 印刷結果=true]
 印刷失敗 : [JobID, 印刷結果=false, エラーコード=プリンターの状態 ]
 印刷中、または迂回印刷中 : [JobID, 印刷結果=false, エラーコード=Printing]

設定項目
スプーラーおよび迂回印刷は、同一のページで設定します。

 JobID が最大保存件数を超えると、古いものから上書きされます。最大保存件数については、
121ページ「TM-DT ソフトウェア仕様」を参照してください。

 本製品の電源を切ると、ログ保存領域は消去されます。 

設定 項目

ePOS-Device Service の有効化 /無効化  
(59ページ、65ページ )

 ePOS-Device Service の有効化

Webサービス (95ページ )  スプーラーの有効化

迂回印刷 (101ページ )  迂回印刷前の再試行の回数
 迂回メッセージ
 迂回経路

参考
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スプーラーと迂回印刷の動作フロー
スプーラーと迂回印刷の動作は、印刷処理結果と TM-DT ソフトウェアの [ スプーラー ] の設定よって異なり
ます。フローで以下に示します。

印刷データ

スプーラー
動作設定

印刷処理

迂回先プリンター1
印刷処理

スプーラー無効

スプーラー有効

迂回印刷有効

印刷処理

印刷終了

TM-DTソフトウェア 
Ver.2.6以前

無効

スプール
不可能

有効

迂回先プリンター
設定あり

印刷失敗

再印刷回数を
超えて印刷失敗

再印刷回数を
超えて印刷失敗

TM-DTソフトウェア
Ver.3.0 以降

1: 印刷成功

印刷成功

迂回先プリンター2
印刷処理

迂回先プリンター
設定なし

3: スプーラー
残容量

2: 印刷失敗

4: 印刷データ消去

6: 再印刷

印刷失敗

6: 再印刷

5: スプール
可能

7: 印刷成功

9: 印刷データ消去

10: 迂回メッセージ
印刷

9: 印刷データ消去

印刷成功印刷失敗

6: 再印刷

8: 迂回印刷

迂回先
プリンター設定

10: 迂回メッセージ
印刷
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スプーラーが無効、またはTM-DT ソフトウェアVer.2.6 以前の場合
1: 印刷成功 

TM-DTソフトウェアVer.2.6 以前 : アプリケーションに、[印刷結果=true] を返します。 
TM-DTソフトウェアVer.3.0 以降 : アプリケーションに、[JobID, 印刷結果=true] を返します。

2: 印刷失敗 
TM-DTソフトウェアVer.2.6 以前 : アプリケーションに、[ 印刷結果=false,  

エラーコード=プリンターの状態 ]を返します。 
TM-DTソフトウェアVer.3.0 以降 : アプリケーションに、[JobID, 印刷結果=false,  

エラーコード=プリンターの状態 ]を返します。

スプーラーが有効の場合
3: スプーラーの残容量と印刷データのサイズを確認し、印刷データをスプール可能かどうか判別します。
4: 印刷データをスプールできない場合、印刷データは消去されます。 

アプリケーションに、[JobID, 印刷結果=false, エラーコード=EX_SPOOLER( スプーラーの停止 )] を  
返します。このデータは、本製品のスプーラーやログ保存領域には保存されません。

5: 印刷データをスプールすると、スプーラーに [JobID, 印刷結果=true] を保存します。 
また、アプリケーションに、[JobID, 印刷結果=true] を返します。

6: 再印刷 ( 回数、間隔 )します。設定は、101ページ「設定 - Web サービス設定 - 印刷設定 - スプーラー」      
を参照してください。

7: 印刷に成功すると、スプーラーの印刷データおよび [JobID, 印刷結果=true] を削除します。また、本製 
品のログ保存領域へ、[JobID, 印刷結果=true] を保存します。

迂回印刷が有効の場合
8: 迂回先プリンターへ印刷します。
9: 印刷に失敗すると、スプーラーの印刷データおよび [JobID, 印刷結果=true] を削除します。また、本製 

品のログ保存領域へ、[JobID, 印刷結果=false, エラーコード=プリンターの状態 ] を保存します。
10: 迂回先プリンターから印刷します。迂回メッセージの設定は、101ページ「設定 - Web サービス設定 -   

印刷設定 - スプーラー」を参照してください。
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ソフトウェアアクセスポイント

TM-DT ソフトウェアには、無線 LAN ケーブルセット (OT-WL01) をアクセスポイントとしてタブレット端
末と通信できる、ソフトウェアアクセスポイントを実装しています。スマートデバイスと本製品が、ルーター
やネットワークが無い環境でも Wi-Fi® で直接通信できます。小規模な POS システムや本製品にディスプレ
イやキーボードを接続しないでキッティングするシステムを構築できます。

通信の設定

1 本製品の電源を入れ、無線 LANケーブルセット (OT-WL01) を接続します。

2 本製品のプリンターから、SSIDとパスワードが印刷されます。
SSIDとパスワードの設定は、110ページ「設定 - 環境設定 - アクセスポイント - SoftAP設定」を参      
照してください。

3 タブレット端末で、Wi-Fi設定をします。印刷されたSSIDとパスワードで設定してくださ
い。数分で、本製品との通信が確立されます。
以下のネットワークで、本製品を制御できます。

タブレット端末から TM-DTソフトウェアの設定をする

1 Webブラウザーのアドレスバーに以下を入力します。
http://192.168.173.1/webconfig/

2 "Windows セキュリティ " 画面が表示されます。ユーザー名とパスワードを入力して、
[OK] をクリックします。EPSON TMNet WebConfig が起動します。
詳細は、120ページ「設定 - 管理設定 - 管理情報 - パスワード」を参照してください。

設定値 ( 変更できません。) 項目

IP アドレス 192.168.173.1

サブネットマスク 255.255.255.0
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コミュニケーションボックス

TM-DT ソフトウェアには、アプリケーション間でデータを送受信したりするためのデータ仮想空間として、
コミュニケーションボックスを実装しています。TM-DTソフトウェアは、ボックス IDで識別された仮想デー
タ空間をアプリケーションに公開しています。ボックス ID は、複数のアプリケーションから利用することが
でき、アプリケーション間でデータの受け渡しをするシステムを、シンプルに構築できます。
コミュニケーションボックスは、Epson ePOS SDKと ePOS-Device XML 対応アプリケーションから設定   
し、使用できます。
TM-DT ソフトウェアVer.2.5 以降で使用できます。

コミュニケーションボックスの仕組み

TM-DT ソフトウェアは、コミュニケーションボックスをボックス IDで管理します。(上図 :BoxID)
コミュニケーションボックスに所属しているアプリケーション同士でデータの送受信が可能になります。
上図の場合、App1 と App2 のアプリケーションは、BoxID:1 のコミュニケーションボックスを使って、ア
プリケーション間でデータの送受信ができることになります。

<MemberID>

<MemberID>

<MemberID>

-App1
-App2

-App1

-App2
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コミュニケーションボックスを使用したデータ処理例

1 本製品がスキャナーで読み取ったバーコードデータを受信します。

2 TM-DTソフトウェアは、バーコードデータをApp2に通知します。

3 App2はバーコードデータを取得し、POSデータに変換します。

4 App2は、TM-DTソフトウェアのコミュニケーションボックスに表示データを送信しま
す。

5 TM-DTソフトウェアは、App1にコミュニケーションボックスに表示データが格納され
たことを通知します。

6 App1は、コミュニケーションボックスに格納された表示データを取得します。
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サーバーダイレクトプリント

TM-DT ソフトウェアには、TM-DT ソフトウェアからWebサーバーのアプリケーションに印刷要求リクエス
トし、Web サーバーから直接印刷データを取得して印刷し、印刷結果をアプリケーションに通知する、サー
バーダイレクトプリントを実装しています。
一般的な印刷システムのアプリケーションは、プリンターを指定して印刷します。サーバーダイレクトプリン
トのアプリケーションには、印刷要求のリクエストに対するレスポンスに、ePOS-Print XML や OFSC-Print 
の印刷データを含めて返す機能を実装できます。アプリケーションからはプリンターの IP アドレスを指定し  
ないので、IP アドレスを Web サーバー側で取得できない、セキュリティーポリシーの設定上、インターネッ   
ト経由でデバイス制御ができないため印刷が難しいといった環境でも、インターネット経由で印刷することが
可能になります。
Web サーバーのアプリケーションは、レスポンスに印刷データを含めるだけで、プリンターを指定しなくて
も印刷することができます。

サーバーダイレクトプリント機能を使った処理フロー

1 TM-DTソフトウェアは、Webサーバーのアプリケーションに印刷要求リクエストを出し
ます。

2 Webサーバーのアプリケーションは、TM-DTソフトウェアに印刷データを含めたレスポ
ンスを返します。

3 TM-DTソフトウェアは、プリンターに印刷データを送信し、印刷を行います。

4 TM-DTソフトウェアは、印刷結果をアプリケーションに通知します。
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お客様側で用意していただくもの
 Webサーバー
 TM-DT ソフトウェアからのリクエストに対するレスポンスに、印刷データを含めるアプリケーション

設定項目

設定 項目

ePOS-Device Service の有効化 /無効化  
(59ページ、65ページ )

 ePOS-Device Service の有効化

Webサービス (95ページ )  デバイス制御の有効化
 サーバーダイレクトプリントの有効化
 ステータス通知の有効化

サーバーダイレクト (103ページ )  アプリケーションサーバーの設定

ステータス通知 (104ページ )  アプリケーションサーバーの設定

ネットワークプリンターの 制御 (96ページ )  プリンターの型番
 デバイス ID
 IP アドレス

プロキシ設定 (109ページ )  プロキシサーバーの設定



82

第4章    TM-DT ソフトウェアを利用したシステム開発    

4

デバイスデータ通知

TM-DT ソフトウェアには、本製品に接続されたバーコードスキャナーなどからの入力データをトリガーとして、
Web サーバーから直接印刷データなどのデバイスを制御するデータを受け取り、制御結果をアプリケーションに通
知する機能を実装しています。
Web サーバーのアプリケーションは、レスポンスに印刷データやデバイス制御データを含めるだけで、指定したプ
リンターやデバイスを制御することができます。
デバイスからのデータ通知を起点として、印刷したり周辺機器を制御したりするシステムを構築できます。
TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。
一般的な印刷システムのアプリケーションは、アプリケーション側から印刷を開始します。デバイスデータ通知で
Web サーバーに実装するアプリケーションには、印刷要求のリクエストに対するレスポンスに印刷データを含めて 
返す機能を実装できます。この機能を利用して、バーコードスキャナーで ID 番号をスキャンすることをトリガーに
して印刷することができます。

デバイスデータ通知機能を使った処理フロー

1 オペレーターがバーコードスキャナーで、ID番号などをスキャンします。

2 TM-DTソフトウェアは、データ入力を確認したら、Webサーバーのアプリケーションに
デバイス制御のリクエストを出します。

3 Webサーバーのアプリケーションは、TM-DTソフトウェアにデバイスを制御するデータ
を含めたレスポンスを返します。

4 TM-DTソフトウェアは、対象のデバイスに制御データを送信し、処理を実行します。

5 TM-DTソフトウェアは、デバイスの制御結果をアプリケーションに通知します。
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お客様側で用意していただくもの
 Webサーバー
 TM-DT ソフトウェアからのリクエストに対するレスポンスに、デバイス制御データを含める 
アプリケーション

設定項目

設定 項目

ePOS-Device Service の有効化 /無効化  
(59ページ、65ページ )

 ePOS-Device Service の有効化

Webサービス (95ページ )  デバイス制御の有効化
 デバイスデータ通知の有効化

デバイスデータ通知 (104ページ )  アプリケーションサーバーの設定
 エラー設定

ネットワークプリンターの 制御 (96ページ )  プリンターの型番
 デバイス ID
 IP アドレス

カスタマーディスプレイ (96ページ )  使用する・使用しない

キー入力デバイス (97ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択

シリアル通信デバイス (98ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択
 通信設定

その他のデバイス (99ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択

デバイス制御スクリプト - 追加と削除 (99ページ )  デバイス制御スクリプトファイルの登録

プロキシ設定 (109ページ )  プロキシサーバーの設定
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Webサーバー

TM-DT ソフトウェアの動作環境であるApache HTTP Server には、サーバーサイドスクリプト (PHP、ま    
たは Perl) の Web コンテンツを実装した、Webサーバーシステムを構築できます。SQLite データベースも    
使用できます。また、別のWebサーバーからWebコンテンツを定期的に自動更新する、Webコンテンツの
自動更新システムも構築できます。

PHPおよびPerl のバージョンは、121ページ「TM-DT ソフトウェア仕様」を参照してください。

Webコンテンツの用意

対象ファイル形式
 HTMLファイル
 CSSファイル
 JavaScript
 画像データ
 Perl スクリプト ( ファイル拡張子 : *.cgi)
 php スクリプト ( ファイル拡張子 : *.php)

パッケージファイル形式 (*.zip)
登録するWebコンテンツのファイルは、まとめて zip ファイル形式に圧縮してください。zip ファイル名は任
意に指定できます。
zip ファイルに圧縮する際、以下に注意してください。
 zip ファイル名およびサブフォルダー名は、半角英数字 (ASCII 文字 ) を使用してください。
 圧縮前の最大ファイル容量は100 MBです。100 MB以上のファイルを圧縮すると、Webコンテンツの登  
録に失敗します。

 印刷用スタイルシートおよびWebコンテンツは追加登録ができません。すべてのファイルが上書きされま
す。登録するときには、すべての印刷用スタイルシートとWeb コンテンツを zip ファイルに圧縮してから
登録してください。

 印刷用スタイルシートを登録する場合、作成環境のルートフォルダーに [stylesheet] フォルダーを作成、印
刷用スタイルシートを配置後、zip ファイルに圧縮してください。

 epsonsample.zip：zip ファイル

    driverControl.js
    eposprint.js
    epsonsample.css
    epsonsample.html
    formControl.js
    imagetool.html
    logo1.bmp
    logo2.bmp
    image
       *.gif
       *.png
       *.jpg
    stylesheet：印刷用スタイルシート
       *.xsl

 samplestylesheet.zip：zip ファイル

    stylesheet：印刷用スタイルシート
       *.xsl

<Webコンテンツと印刷用スタイルシート> <印刷用スタイルシートのみ>



85

第4章    TM-DT ソフトウェアを利用したシステム開発    

4

 本製品に登録したWebコンテンツに、入力端末などからアクセスする場合、zip ファイルのフォルダー構成
によって、参照するURLが異なります。以下を参考にしてください。 
( サンプルプログラムのフォルダー構成を例にしています。)

1: http://[ 本製品の IP アドレス ]/epsonsample.html
2: http://[ 本製品の IP アドレス ]/webpage/epsonsample.html

用意したWebコンテンツのファイルは、TM-DT ソフトウェアに登録します。

設定項目

設定 項目

ePOS-Device Serviceの有効化/無効化  
(59ページ、65ページ )

 ePOS-Device Service の有効化

Webコンテンツの更新 (103ページ )  Webコンテンツの登録
 自動更新するWebコンテンツのWebサーバーの設定

Webサービス (95ページ )  Webコンテンツ自動更新の有効化

 epsonsample.zip

    webpage：フォルダーを追加
       driverControl.js
       eposprint.js
       epsonsample.css
       epsonsample.html
       formControl.js
       imagetool.html
       logo1.bmp
       logo2.bmp
       image
          *.gif
          *.png
          *.jpg
    stylesheet
       *.xsl

 epsonsample.zip

    driverControl.js
    eposprint.js
    epsonsample.css
    epsonsample.html
    formControl.js
    imagetool.html
    logo1.bmp
    logo2.bmp
    image
       *.gif
       *.png
       *.jpg
    stylesheet
       *.xsl

[1] [2]
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複数の製品の設定

複数の本製品を設置して運用するには、製品ごとに IP アドレスを設定したり、印刷制御のための様々な設定
をしたりする必要があります。設定を効率的に行うために、以下の方法を用意しています。
 EPSON TMNet WebConfig を使用して1台ずつ設定する 
基本的な設定方法です。TM-DT にキーボードとディスプレイを接続して、作業者が 1 台ずつ設定します。
Webコンテンツや証明書ファイルを登録する場合は、USBメモリーなどに保存して登録します。 
この方法については、92ページ「TM-DTソフトウェアの設定」を参照してください。

 TM-DT ソフトウェア設定用ファイルを保存したUSBメモリーを使用して設定する 
本製品がUSBメモリーの設定用ファイルから、自動で設定する方法です。このときキーボードやディスプ
レイを接続して作業者が操作する必要はありません。これは従来の「簡単キッティング」です。 
あらかじめWindowsコンピューターで、TM-DTの設定を記述した設定ファイル (setting.ini) を作成しま
す。そして、Webコンテンツや証明書ファイルと一緒に、USBメモリーに保存します。 
複数の TM-DTに IP アドレスなどを個別に設定する場合は、TM-DTごとにUSBメモリーを用意する必要
があります。 
この方法については、「デプロイメントガイド」を参照してください。

 設定用サーバーシステムを構築して設定する 
本製品が設定用サーバーにリクエストして設定ファイルをダウンロードし、自動で設定する方法です。 
設定用サーバーに、TM-DT ごとに異なった IPアドレスなどを設定する機能を実現できるので、より効率的
な設定システムを実現できます。 
あらかじめ設定用サーバーシステムを構築し、TM-DTの設定を記述した TM-DT設定データ、Webコンテ
ンツ、証明書ファイルなどを用意します。また、TM-DT には設定用サーバーにリクエストするための設定
が必要になります。 
この方法については、「デプロイメントガイド」を参照してください。

設定方法の特徴
設定方法の特徴は以下のとおりです。お客様の用途に合わせて、設定方法を検討してください。

設定方法 長所 短所 用途

EPSON TMNet  
WebConfig で設定

設定ファイルの作成やシ
ステム構築などの準備が
不要。

作業者が1台ずつ設定する
ので、効率がよくなかった
り、設定を間違えたりする
ことがある。

比較的小規模のシステム
向けです。

USBメモリーから設定 電源を入れて USB メモ
リーを挿入だけなので、設
定作業が簡単。

TM-DT ごとに設定を変え
る場合、USB メモリーを
使いまわしできない。

複数の製品に同じ設定を
するシステム向けです。

設定用サーバーシステ
ムから設定

TM-DT ごとに設定を変え
るシステムを構築できる。

設定用サーバーシステム
の構築など、多くの準備が
必要。

比較的大規模で、TM-DT
ごとに設定を変えるシス
テム向けです。
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スマートデバイスのアプリケーションからPOS周辺機器を制御

TM-DT ソフトウェアには、スマートデバイス (iOS/ AndroidTM / Universal windows apps) のネイティブ     
アプリケーションから本製品の POS 周辺機器およびネットワークプリンターを制御する機能を実装していま
す。
Epson ePOS SDK を利用すると、POS周辺機器およびプリンターを制御するAPI を活用して、容易にアプ   
リケーションシステムを構築できます。

設定項目

設定 項目

ePOS-Device Service の有効化 /無効化  
(59ページ、65ページ )

 ePOS-Device Service の有効化

Webサービス (95ページ )  デバイス制御の有効化

ネットワークプリンター (96ページ )  プリンターの型番
 デバイス ID
 IP アドレス

カスタマーディスプレイ (96ページ )  使用する・使用しない

キー入力デバイス (97ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択

シリアル通信デバイス (98ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択
 通信設定

その他のデバイス (99ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択

デバイス制御スクリプト - 追加と削除 (99ページ )  デバイス制御スクリプトファイルの登録
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WebアプリケーションからPOS周辺機器を制御

TM-DT ソフトウェアには、Web アプリケーションから本製品の POS 周辺機器およびネットワークプリン
ターを制御する機能を実装しています。Web アプリケーションから、本製品をシャットダウンすることもで
きます。また、HTML5対応Webブラウザーからは、HTML5 Canvas で描画したプリントイメージも印刷 
できます。 
Epson ePOS SDK for JavaScript を利用すると、POS周辺機器およびプリンターを制御するAPI を活用    
して、容易にアプリケーションシステムを構築できます。
WebアプリケーションをWebサーバーや本製品に実装し、HTML5対応ブラウザーを実装した端末から利用
できます。

設定項目

設定 項目

ePOS-Device Service の有効化 /無効化  
(59ページ、65ページ )

 ePOS-Device Service の有効化

Webサービス (95ページ )  デバイス制御の有効化

ネットワークプリンター (96ページ )  プリンターの型番
 デバイス ID
 IP アドレス

カスタマーディスプレイ (96ページ )  使用する・使用しない

キー入力デバイス (97ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択

シリアル通信デバイス (98ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択
 通信設定

その他のデバイス (99ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択

デバイス制御スクリプト - 追加と削除 (99ページ )  デバイス制御スクリプトファイルの登録

デバイス制御プログラム - デバイス登録 (100ページ )  デバイス ID
 デバイス制御プログラムの選択

デバイス制御プログラム - 追加と削除 (100ページ )  デバイス制御プログラムの登録

本製品のシャットダウン (111ページ )  シャットダウン設定
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Webサービス対応アプリケーションから印刷

TM-DT ソフトウェアには、Webサービスに対応したアプリケーションから、本製品のプリンターおよびネッ
トワークプリンターを制御する機能を実装しています。
ePOS-Print XML のシステムを使うことによって、SOAP/HTTP 通信対応のさまざまなデバイスのアプリ 
ケーションから印刷できます。OS に依存せずプリンターを制御するシステムを構築できます。また、端末に
ドライバーやプラグインのインストールが不要のため、Web サービスに対応した、幅広いデバイス、システ
ムからの印刷ができます。

設定項目

設定 項目

ePOS-Device Service の有効化 /無効化 
(59ページ、65ページ )

 ePOS-Device Service の有効化

Webサービス (95ページ )  デバイス制御の有効化

ネットワークプリンター (96ページ )  プリンターの型番
 デバイス ID
 IP アドレス
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Socket 通信対応アプリケーションからPOS周辺機器を制御

TM-DT ソフトウェアには、Socket 通信に対応したアプリケーションから本製品のPOS周辺機器およびネッ
トワークプリンターを制御する機能を実装しています。
端末にドライバーやプラグインのインストールが不要です。
ePOS-Device XML のシステムを使うことによって、Socket 通信対応のさまざまなデバイスのアプリケー 
ションから印刷できます。OS に依存せずプリンターを制御するシステムを構築できます。また、端末にドラ
イバーやプラグインのインストールが不要のため、Web サービスに対応した、幅広いデバイス、システムか
らのPOS周辺機器の制御ができます。

設定項目

設定 項目

ePOS-Device Service の有効化 /無効化  
(59ページ、65ページ )

 ePOS-Device Service の有効化

Webサービス (95ページ )  デバイス制御の有効化

ネットワークプリンター (96ページ )  プリンターの型番
 デバイス ID
 IP アドレス

カスタマーディスプレイ (96ページ )  使用する・使用しない

キー入力デバイス (97ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択

シリアル通信デバイス (98ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択
 通信設定

その他のデバイス (99ページ )  デバイス ID
 デバイス制御スクリプトの選択

デバイス制御スクリプト - 追加と削除 (99ページ )  デバイス制御スクリプトファイルの登録

デバイス制御プログラム - デバイス登録 (100ページ )  デバイス ID
 デバイス制御プログラムの選択

デバイス制御プログラム - 追加と削除 (100ページ )  デバイス制御プログラムの登録

本製品のシャットダウン (111ページ )  シャットダウン設定
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OFSC-Print

TM-DT ソフトウェアには、OFSC-Print を利用したOES( オーダーエントリー ) システムを構築できます。
OFSC-Print とは、飲食業界向けのPOS/Order Entry Systemで使用されることを想定したXMLベースの   
印刷方法です。OFSC (Open Foodservice System Consortium) 機器標準接続規格に準拠してデバイスを    
制御します。OFSC 機器標準接続規格については、下記 URL を参照してください。
http://www.ofsc.or.jp/

設定項目

FileMaker® からの印刷

FileMaker, Inc. 社製 FileMaker® Pro および FileMaker® Go ( 以下、FileMaker ソフトウェア ) から印刷      
するシステムを構築できます。FileMaker ソフトウェアから出力されるXMLデータをそのまま印刷できます。

設定項目

設定 項目

ePOS-Device Service の有効化 /無効化 
(59ページ、65ページ )

 ePOS-Device Service の有効化

ネットワークプリンターの 制御 
(96ページ )

 プリンターの型番
 デバイス ID
 IP アドレス

Webコンテンツの登録 
(102ページ )

 Webコンテンツの登録
 スタイルシートの登録

設定 項目

ePOS-Device Service の有効化 /無効化 
(59ページ、65ページ )

 ePOS-Device Service の有効化
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TM-DTソフトウェアの設定
TM-DT ソフトウェアは、EPSON TMNet WebConfig で設定します。
各項目では、EPSON TMNet WebConfig の [ 情報 ]、および [ 設定 ] から表示された項目について説明して  
います。

EPSON TMNet WebConfig の起動

以下の方法で、EPSON TMNet WebConfig を起動します。
ePOS-Device Service が無効にされている場合、EPSON TMNet WebConfig は起動しません。詳細は、   
58 ページ「Windows の設定」を参照してください。

1 本製品にディスプレイとキーボードを接続します。
管理者権限を持つユーザーアカウントでログインします。

2 デスクトップにあるショートカットからEPSON TMNet WebConfig を起動します。

3 "Windows セキュリティ " 画面が表示されます。ユーザー名とパスワードを入力して、
[OK] をクリックします。
詳細は、120ページ「設定 - 管理設定 - 管理情報 - パスワード」を参照してください。

EPSON TMNet WebConfig が起動します。

ヘルプ画面の表示

[Help] をクリックすると、EPSON TMNet WebConfig のヘルプ画面が表示されます。

バージョン画面の表示

[About] をクリックすると、TM-DT ソフトウェアのバージョン画面が表示されます。

TM-DT ソフトウェアの更新

TM-DT ソフトウェアを更新すると、TM-DTソフトウェアの新しい機能を使用できます。
弊社Webサイトより以下のファイルをダウンロードし、更新します。
ファイル名 : ePOS-Device システム更新パッケージ

更新方法の詳細は、ePOS-Device 更新パッケージ内のReadmeファイルを参照してください。

ネットワーク接続されたコンピューターなどから設定する場合は、WebブラウザーのURLの入
力欄に以下を入力します。
http:// 本製品の IPアドレス /webconfig/

TM-DTソフトウェアをダウングレードすることはできません。

参考

参考
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情報 - 現在の状態

TM-DT ソフトウェアの基本設定を確認できます。

TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で表示されます。

項目 説明

管理情報 管理者名 本製品の管理者名が表示されます。

設置場所 本製品の設置場所が表示されます。

Webサービス 
機能

Webサービス機能 Webサービス機能の有効・無効が表示されます。

Webコンテンツ 
更新状況

Webコンテンツの自動更新 Web コンテンツの自動更新のスケジュールが表示
されます。

Webコンテンツのインストール日時 Web コンテンツのインストール日時が表示されま
す。

最終自動更新日時 最後に実行された自動更新の日時が表示されます。

自動更新の結果 自動更新の結果が表示されます。

サーバーダイレクトプリント 実行状態 サーバーダイレクトプリントの実行状態が表示され
ます。

ID サーバーダイレクトプリントの印刷データを取得す
るWebサーバーの識別 IDが表示されます。

サーバー1
サーバー2 *
サーバー3 *

間隔 ( 秒 ) 印刷データの取得間隔が表示されます。

最終実行日時 サーバーダイレクトプリントの最終実行日時が表示
されます。

最終実行日時 サーバーダイレクトプリントの最終実行結果が表示
されます。

ステータス通知 実行状態 ステータス通知の実行状態が表示されます。

ID ステータスを通知するWebサーバーの識別 IDが表
示されます。

間隔 (秒 ) ステータスの通知間隔が表示されます。

最終実行日時 ステータス通知の最終実行日時が表示されます。

最終実行結果 ステータス通知の最終実行結果が表示されます。
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情報 - 環境設定 - ネットワーク

本製品のネットワーク設定を確認できます。

項目 説明

有線 LAN 
(TCP/IP 設定 )

IP アドレス 本製品の IPアドレスが表示されます。

サブネットマスク サブネットマスクが表示されます。

デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイが表示されます。

DNSサーバーアドレスの 
自動取得

DNSサーバーの自動取得機能の有効･無効が表示されます。

DNSサーバーアドレス 
( 使用順 )

DNSサーバーのアドレスが使用順に表示されます。

無線 LAN 
(TCP/IP 設定 )

IP アドレス 本製品の IPアドレスが表示されます。

サブネットマスク サブネットマスクが表示されます。

デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイが表示されます。

DNSサーバーアドレスの 
自動取得

DNSサーバーの自動取得機能の有効･無効が表示されます。

DNSサーバーアドレス 
( 使用順 )

DNSサーバーのアドレスが使用順に表示されます。

無線 LAN設定 ネットワークモード 本製品の無線 LANのネットワークモードが表示されます。

SSID 登録されている無線 LAN ネットワークの SSID が表示されま
す。

セキュリティ 
(SSL 設定 )

SSL SSL証明書を使用するかどうか表示されます。

証明書のドメイン 登録されている証明書のドメインが表示されます。

証明書の有効期限 登録されている証明書の有効期限が表示されます。

プロキシ設定 Webコンテンツ更新 Webコンテンツの自動更新で、プロキシを使用するかどうか表
示されます。

サーバーダイレクト 
プリント

サーバーダイレクトプリントで、プロキシを使用するかどうか
表示されます。

ステータス通知 ステータス通知で、プロキシを使用するかどうか表示されます。

設定の保存と復元 設定の保存と復元で、プロキシを使用するかどうか表示されま
す。

Webサービス機能の更新 Webサービス機能の更新で、プロキシを使用するかどうか表示
されます。

デプロイメント サーバーから本製品を設定するデプロイメント機能で、プロキ
シを使用するかどうか表示されます。

デバイスデータ通知 デバイスデータ通知で、プロキシを使用するかどうか表示され
ます。

証明書リスト SSL設定で発行された証明書がリスト表示されます。
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情報 - 環境設定 - 日付と時刻

本製品の時刻設定を確認できます。

設定 - Web サービス設定 - 起動設定

TM-DT ソフトウェアで提供される各種Webサービスの、有効 /無効を設定します。

TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。

項目 説明

日付と時刻 本製品に設定されている時刻とタイムゾーンが表示されます。

自動的に夏時間を調整 自動的に夏時間を調整機能の有効･無効が表示されます。

タイムサーバーの使用 タイムサーバーを使用するかどうか表示されます。

タイムサーバー タイムサーバーのアドレスが表示されます。

項目 説明

Webサービス機能 デバイス制御 Web サービスを使用したデバイス制御機能を、有効 / 無効に
設定します。ePOS-Device で使用します。

Webコンテンツ自動更新 Webコンテンツの自動更新機能を、有効 /無効に設定します。

サーバーダイレクト 
プリント

サーバーダイレクトプリント機能を、有効/無効に設定します。

ステータス通知 ステータス通知機能を、有効 /無効に設定します。
サーバーダイレクトプリントの、ステータス通知で使用しま
す。

デバイスデータ通知 デバイスデータ通知機能を、有効 /無効に設定します。

キー入力デバイスの 
自動登録・削除

キー入力デバイスの自動登録・削除機能を、有効 /無効に設定
します。

適用 設定を本製品に保存します。

印刷機能 スプーラー * スプーラー機能を、有効 /無効に設定します。

適用 設定を本製品に保存します。
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設定 - Web サービス設定 - プリンター

TM-DT ソフトウェアで制御する、プリンターの設定をします。
プリンターの設定は、95 ページ「設定 - Web サービス設定 - 起動設定」で [ デバイス制御 ] を [ 有効 ] にした    
場合に設定できます。

設定 - Web サービス設定 - カスタマーディスプレイ

TM-DT ソフトウェアで制御する、カスタマーディスプレイの設定をします。
カスタマーディスプレイの設定は、95 ページ「設定 - Web サービス設定 - 起動設定」で [ デバイス制御 ] を [    
有効 ] にした場合に設定できます。

項目 説明

デバイス ID 制御するプリンターの IDを設定します。(任意の文字列 )
本製品に内蔵されているプリンターのデバイス ID の初期値は
local_printer です。

タイプ 登録するプリンターが、ネットワークプリンターかローカルプリン
ターかを選択します。

型番 制御するプリンターの型番を選択します。

IPアドレス デバイス IDごとのプリンターの IPアドレスを設定します。

リトライ間隔 タイムアウトのリトライ間隔を設定します。

追加 設定したプリンターを本製品に登録します。

登録済みプリンター 登録されているプリンターが一覧表示されます。

テスト印字 テスト印字します。TEST_PRINTが印字されます。

削除 登録済みのプリンターを削除します。

項目 説明

使用しない カスタマーディスプレイを使用しない

使用する カスタマーディスプレイを使用する

通信設定 通信速度 (bps) 通信速度を設定します。

データビット データビットを設定します。

パリティ パリティーを設定します。

輝度設定 カスタマーディスプレイの輝度をパーセンテージで設定します。
100%,60%,40%,20%に設定できます。最大輝度は100％です。

テスト表示 カスタマーディスプレイが正常に動作するか確認します。

適用 設定を本製品に保存します。
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設定 - Web サービス設定 - キー入力デバイス

TM-DT ソフトウェアで制御する、キー入力デバイスの設定をします。
キー入力デバイスの設定は、95ページ「設定 - Web サービス設定 - 起動設定」で [デバイス制御 ]を [ 有効 ] に    
した場合に設定できます。

項目 説明

デバイス ID キー入力デバイスの IDを設定します。

デバイス名 キー入力デバイスのデバイス名を設定します。

制御スクリプト キー入力デバイスの制御スクリプトを設定します。
制御スクリプトは必要に応じて登録してください。
詳細は99ページ「設定 - Web サービス設定 - 制御スクリプト - 追      
加と削除」を参照してください。

追加 設定したキー入力デバイスを本製品に登録します。

登録済みキー入力デバイス 登録済みのキー入力デバイスが一覧表示されます。

動作テスト 登録済みのキー入力デバイスの動作テストをします。 
1. クリックすると、" 動作テスト " 画面が表示されます。
2. キー入力デバイスを操作します。
3. 正しく動作するか確認します。 

削除 登録済みのキー入力デバイスを削除します。
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設定 - Web サービス設定 - シリアル通信デバイス

TM-DT ソフトウェアで制御する、シリアル通信デバイスの設定をします。
シリアル通信デバイスの設定は、95 ページ「設定 - Web サービス設定 - 起動設定」で [ デバイス制御 ] を [ 有    
効 ] にした場合に設定できます。

項目 説明

デバイス ID デバイスの IDを設定します。

デバイス名 製品選択 デバイスの製品名を選択します。

ポート選択 デバイスのポートを選択します。

物理シリア
ルポート

本製品背面のシリアルポートです。

USBポート
1～6

本製品背面のUSBポートです。
シリアルデバイスをCOM-USBケーブルを使用して接続する場合、
該当のUSBポートを選択してください。
USBポートの番号は [ポート位置の表示 ]で確認できます。

ポートの位置の表示 本製品のポートの位置を示した画面を表示します。

制御スクリプト デバイスの制御スクリプトを設定します。
制御スクリプトは必要に応じて登録してください。
詳細は99ページ「設定 - Web サービス設定 - 制御スクリプト - 追      
加と削除」を参照してください。

通信速度 (bps) デバイスの通信速度を設定します。

データビット データビットを設定します。

パリティ パリティーを設定します。

ストップビット ストップビットを設定します。

フロー制御 フロー制御を設定します。

追加 設定したシリアル通信デバイスを本製品に登録します。

登録済みシリアル通信デバイス 登録済みのシリアル通信デバイスが一覧表示されます。

詳細表示 シリアル通信の詳細設定が表示されます。

動作テスト 登録済みのシリアル通信デバイスの動作テストをします。
1. クリックすると、" 動作テスト " ウィンドウが表示されます。
2. 値を入力し、[送信 ] をクリックします。
3. 正しく動作するか確認します。

削除 登録済みのシリアル通信デバイスを削除します。
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設定 - Web サービス設定 - その他のデバイス

TM-DT ソフトウェアで制御する、その他のデバイスの設定をします。
その他のデバイスの設定は、95ページ「設定 - Web サービス設定 - 起動設定」で [デバイス制御 ]を [ 有効 ] に    
した場合に設定できます。

設定 - Web サービス設定 - 制御スクリプト - 追加と削除

TM-DT ソフトウェアで使用するデバイス制御スクリプトの登録と削除をします。

項目 説明

デバイス ID 制御するデバイスの IDを設定します。

制御スクリプト デバイスの制御スクリプトを設定します。
制御スクリプトは別途登録してください。
詳細は99ページ「設定 - Web サービス設定 - 制御スクリプト - 追      
加と削除」を参照してください。

追加 デバイスを本製品に登録します。

登録済みその他デバイス 本製品に登録されているその他デバイスが表示されます。

項目 説明

登録する制御スクリプト デバイス制御スクリプトを登録します。

制御スクリプト 登録するデバイス制御スクリプトファイルを指定します。

追加 デバイス制御スクリプトを本製品に登録します。

登録済み制御スクリプト 本製品に登録済みのデバイス制御スクリプトがデバイスごとに一覧
表示されます。

削除 該当するデバイス制御スクリプトを本製品から削除します。
制御スクリプトを使用中の場合は、削除できません。

使用中 該当するデバイス制御スクリプトは使用中です。
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設定 - Web サービス設定 - 制御プログラム - デバイス登録

TM-DT ソフトウェアで制御するデバイスの設定をします。
デバイスの設定は、95 ページ「設定 - Web サービス設定 - 起動設定」で [ デバイス制御 ] を [ 有効 ] にした場    
合に設定できます。

設定 - Web サービス設定 - 制御プログラム - 追加と削除 

TM-DT ソフトウェアで使用するデバイス制御プログラムの登録と削除をします。

項目 説明

デバイス ID デバイスの IDを設定します。

制御プログラム デバイス制御プログラムを設定します。
デバイス制御プログラムは必要に応じて登録してください。
詳細は100ページ「設定 - Web サービス設定 - 制御プログラム -      
追加と削除」を参照してください。

追加 制御プログラムを本製品に登録します。

登録済デバイス 登録済みのデバイスが一覧表示されます。

削除 登録済みのデバイスを削除します。

項目 説明

登録する制御プログラム デバイス制御プログラムを登録します。

＋ 制御プログラムファイルのファイル選択ボックスを追加します。

制御プログラムファイル 登録するデバイス制御プログラムファイルを指定します。

追加 デバイス制御プログラムを本製品に登録します。

登録済み制御プログラム 本製品に登録済みのデバイス制御プログラムが一覧表示されます。

詳細表示 デバイス制御プログラムの詳細を表示します。

削除 デバイス制御プログラムを本製品から削除します。
制御プログラムを使用中の場合は、削除できません。
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設定 - Web サービス設定 - 印刷設定 - スプーラー

スプーラーと迂回印刷の設定をします。
TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。
スプーラーと迂回印刷の設定は、95 ページ「設定 - Web サービス設定 - 起動設定」で [ スプーラー ] を [ 有効    
] にした場合に設定できます。

項目 説明

スプーラー
設定

迂回前の 
再試行

回数 印刷エラー時の再試行回数を設定します。
この回数を失敗すると、迂回経路が設定されている場合に迂回先の
プリンターから印刷されます。

間隔 (秒 ) 印刷エラー時の再試行間隔を設定します。

迂回 
メッセージ

メッセージ 迂回処理時に印刷される通知メッセージの文字列を設定します。

文字装飾 通知メッセージの文字装飾を設定します。

印刷位置 通知メッセージの印刷位置を設定します。

用紙カット 通知メッセージの印刷後に、用紙カットするかどうかを設定します。

適用 通知メッセージの設定を本製品に保存します。

登録する 
迂回経路

印刷先プリンター 迂回経路を設定するプリンターを設定します。

迂回先プリンター1 印刷先プリンターへの印刷失敗時の、迂回先のプリンターを設定し
ます。

迂回先プリンター2 印刷先プリンターおよび迂回先プリンター1への印刷失敗時の、迂
回先のプリンターを設定します。

登録 迂回経路の設定を本製品に保存します。

登録済み迂回経路 登録済みの迂回経路が一覧表示されます。

削除 迂回経路の設定を削除します。
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設定 - Web サービス設定 - Web コンテンツ - 更新設定

本製品に登録する、Webコンテンツの指定と、更新設定をします。
自動更新の設定は、95ページ「設定 - Web サービス設定 - 起動設定」で [Webコンテンツ自動更新 ]を [ 有効    
] にした場合に設定できます。

TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。

項目 説明

自動更新の設定 更新スケジュール Webコンテンツを自動更新するスケジュールを設定します。

ID Webサーバー側で本製品を識別するための IDを設定します。
この ID は、Digest 認証で使用するユーザー ID になります。設定
した値は、サーバーに POST するフォームデータの ID パラメー
ターの値としても渡されます。

パスワード Digest 認証で使用するパスワードを設定します。

ファイルURL 更新ファイルのURLを指定します。
指定後、[アクセステスト ]をクリックすると、ファイルにアクセス
できるかどうかを確認できます。

サーバー認証 https によるアクセスを行う場合、登録された証明書によるサー
バー認証を行うかどうかを設定します。

適用 自動更新の設定を本製品に保存します。

設定後、直ちにWeb
コンテンツを更新 *

自動更新の設定を本製品に保存した後、Webコンテンツの更新をし
ます。

手動更新 Webコンテンツ 
ファイル (*.zip)

登録するWebコンテンツを指定します。

アップロード 指定したWebコンテンツをアップロードします。
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設定 - Web サービス設定 - サーバーアクセス - ダイレクトプリント

サーバーダイレクトプリントの設定をします。
サーバーダイレクトプリントの設定は、95ページ「設定 - Web サービス設定 - 起動設定」で [サーバーダイレ    
クトプリント ]を [ 有効 ] にした場合に設定できます。

1 TM-DTソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。
2 TM-DTソフトウェア Ver.4.0 以降で使用できます。

項目 説明

ID Web サーバー側で本製品を識別するための IDを設定します。
この ID は、Digest 認証で使用するユーザー ID になります。設定
した値は、サーバーに POST するフォームデータの ID パラメー
ターの値としても渡されます。

パスワード Digest 認証で使用するパスワードを設定します。

サーバー1
サーバー2 *1

サーバー3 *1

URL WebサーバーのURLとアプリケーションへのパスを指定します。
例 : http://[Webサーバーの IPアドレス ]/Test_print.php
指定後、[アクセステスト ]をクリックして、アクセス可能か確認し
てください。

間隔 (秒 ) リクエスト間隔 (印刷要求 )を設定します。

サーバー認証 *1 https によるアクセスを行う場合、登録された証明書によるサー
バー認証を行うかどうかを設定します。

予約カットタイムアウト *2 TM-T90KP の予約カットタイムアウト時間を設定できます。通常
は設定する必要はありませんが、サーバーダイレクトプリントで印
刷する帳票と帳票の間に、空白の帳票が印刷される場合に設定して
ください。
これは、TM-T90KPのファームウェアVer.3.05 ESC/POS-OFJ 
以降の場合に有効です。

適用 設定を本製品に保存します。
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設定 - Web サービス設定 - サーバーアクセス - ステータス通知

ステータス通知の設定をします。
ステータス通知の設定は、95ページ「設定 - Webサービス設定 - 起動設定」で [ステータス通知 ]を [ 有効 ] に    
した場合に設定できます。

TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。

項目 説明

ID Web サーバー側で本製品を識別するための IDを設定します。この
ID は、Digest 認証で使用するユーザー ID になります。設定した
値は、サーバーにPOSTするフォームデータの IDパラメーターの
値としても渡されます。

パスワード Digest 認証で使用するパスワードを設定します。

URL WebサーバーのURLとアプリケーションへのパスを指定します。
例 : http://[Webサーバーの IPアドレス ]/Test_status.php
指定後、[アクセステスト ]をクリックして、アクセス可能か確認し
てください。

間隔 (秒 ) リクエスト間隔を指定します。

サーバー認証 * https によるアクセスを行う場合、登録された証明書によるサー
バー認証を行うかどうかを設定します。

適用 設定を本製品に保存します。
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設定 - Web サービス設定 - サーバーアクセス - デバイスデータ通知

デバイスデータ通知の設定をします。
TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。
デバイスデータ通知の設定は、95ページ「設定 - Web サービス設定 - 起動設定」で [ デバイスデータ通知 ] を    
[ 有効 ] にした場合に設定できます。

項目 説明

動作設定 サーバー 
アクセス

ID Webサーバー側で本製品を識別するための IDを設定します。
この ID は、Digest 認証で使用するユーザー ID になります。設定
した値は、サーバーに POST するフォームデータの ID パラメー
ターの値としても渡されます。

パスワード Digest 認証で使用するパスワードを設定します。

URL WebサーバーへのURLとアプリケーションへのパスを指定します。
例 : http://[Web サーバーの IPアドレス ]/Test_device.php
指定後、[アクセステスト ]をクリックして、アクセス可能か確認し
てください。

サーバー 
認証

https によるアクセスを行う場合、登録された証明書によるサー
バー認証を行うかどうかを設定します。

Box ID コミュニケーションボックスのBoxID を指定します。
POST失敗時に、エラーメッセージを印刷するかどうかを設定しま
す。

POST 
エラー動作

メッセージ
印字

POSTエラーが発生時にエラーメッセージを印刷するかどうかを設
定します。

メッセージ エラーメッセージの文字列を設定します。

文字装飾 エラーメッセージの文字装飾を設定します。

用紙カット 用紙カットするかどうかを設定します。

対象 
デバイス

デバイス デバイスデータ通知を使用するデバイスを選択します。

適用 設定を本製品に保存します。
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設定 - 環境設定 - ネットワーク - 有線 LAN - TCP/IP

本製品の有線 LANの IP アドレスなどを設定します。

TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。

項目 説明

IP アドレスの取得方法 IPアドレスの取得方法を設定します。

IPアドレス [IPアドレスの取得方法]が[手動]の場合、IPアドレスを設定します。

サブネットマスク [IP アドレスの取得方法 ]が [ 手動 ] の場合、サブネットマスクを設
定します。

デフォルトゲートウェイ [IP アドレスの取得方法 ]が [ 手動 ] の場合、デフォルトゲートウェ
イを設定します。

DNSサーバーアドレスの自動取得 [IP アドレスの取得方法 ] が [ 自動 ] の場合、DNS サーバーのアド
レスを自動的に取得するかどうかを設定します。

DNSサーバーアドレス (使用順 ) [DNS サーバーのアドレスを自動的に取得する ] を [ 無効 ] にした
場合、DNSサーバーのアドレスを使用順に設定します。

IPアドレス印刷 * この設定を [有効 ] にすると、[IP アドレスの取得方法 ]を自動にし
た場合に、IPアドレスを取得したときに、IPアドレスを印刷します。

適用 設定を本製品に保存します。
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設定 - 環境設定 - ネットワーク - 無線 LAN

無線 LANケーブルセット (OT-WL01) 使用時のネットワーク設定をします。

項目 説明

SSID SSID を設定します。
任意のSSIDを設定したい場合、[直接指定]を選択し、任意のSSID
を設定します。SSID には、スペース文字を含むASCII 文字を使用
できます。
既存の SSID を使用する場合、[ 一覧選択 ] を選択し、一覧から任
意のSSIDを設定します。

ネットワークモード 本製品のネットワークモードを指定します。

認証方式 認証アルゴリズムを設定します。
初期設定では、認証方式はOpen Systemに設定されています。セ 
キュリティー確保のため、設定を変更してから本製品を使用してく
ださい。

暗号化方式 暗号化アルゴリズムを設定します。
初期設定では、暗号化方式はNone に設定されています。セキュリ
ティー確保のため、設定を変更してから本製品を使用してください。

使用するWEPキー 使用するWEPキーを設定します。

WEPキー WEPキーを設定します。
WEPキーには、スペース文字を含むASCII 文字を使用できます。

WPA/WPA2 で使用するプレシェアード
キー

[暗号化方式 ]が "WPA" または "WPA2" の場合に、プレシェアード
キーのパスフレーズを入力します。
プレシェアードキーには、スペース文字を含むASCII 文字を使用で
きます。

適用 設定を本製品に保存します。
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設定 - 環境設定 - ネットワーク - 無線 LAN - TCP/IP

無線 LANケーブルセット (OT-WL01) 使用時の IP アドレスなどを設定します。

TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。

設定 - 環境設定 - セキュリティ - SSL

本製品が使用するSSLの設定をします。

項目 説明

IP アドレスの取得方法 IPアドレスの取得方法を設定します。

IPアドレス [IPアドレスの取得方法]が[手動]の場合、IPアドレスを設定します。

サブネットマスク [IP アドレスの取得方法 ]が [ 手動 ] の場合、サブネットマスクを設
定します。

デフォルトゲートウェイ [IP アドレスの取得方法 ]が [ 手動 ] の場合、デフォルトゲートウェ
イを設定します。

DNSサーバーアドレスの自動取得 [IP アドレスの取得方法 ] が [ 自動 ] の場合、DNS サーバーのアド
レスを自動的に取得するかどうかを設定します。

DNSサーバーアドレス (使用順 ) [DNS サーバーのアドレスを自動的に取得する ] を [ 無効 ] にした
場合、DNSサーバーのアドレスを使用順に設定します。

IPアドレス印刷 * この設定を [有効 ] にすると、[IP アドレスの取得方法 ]を自動にし
た場合に、IPアドレスを取得したときに、IPアドレスを印刷します。

適用 設定を本製品に保存します。

項目 説明

無効 SSLによる認証を無効にします。

証明書を削除する 設定を本製品に保存時に、本製品に登録されている証明書を削除し
ます。SSL設定が [無効 ] の場合のみ選択できます。

有効 SSLによる認証を有効にします。

自己署名証明書を 
作成する

本製品に登録する自己署名証明書を作成します。
SSL設定が [有効 ] の場合のみ選択できます。

証明書を更新する 本製品に登録されている証明書を更新します。
SSL設定が [有効 ] の場合のみ選択できます。

秘密鍵 本製品に登録する秘密鍵ファイルを選択します。
SSL設定が [有効 ] の場合のみ選択できます。

サーバー証明書 本製品に登録するサーバー証明書ファイルを選択します。
SSL設定が [有効 ] の場合のみ選択できます。

証明書チェーン 
( 任意 )

本製品に登録する証明書チェーンファイルを選択します。
SSL設定が [有効 ] の場合のみ選択できます。

適用 設定を本製品に保存します。
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設定 - 環境設定 - Web アクセス - プロキシ設定

本製品が使用するプロキシの設定およびプロキシを使用するサービスの設定をします。
TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。

設定 - 環境設定 - Web アクセス - サーバー認証

本製品に証明書を登録、および登録した証明書の設定、削除をします。
TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。

項目 説明

プロキシURL 使用するプロキシサーバーのURLを入力します。

プロキシポート番号 使用するプロキシサーバーのポート番号を入力します。

ID プロキシ認証のための IDを登録します。

パスワード プロキシ認証のためのパスワードを登録します。

プロキシ設定 Webコンテンツ 
更新

Webコンテンツの自動更新で、プロキシを使用するかどうかを設定
します。

サーバーダイレクト
プリント

サーバーダイレクトプリントで、プロキシを使用するかどうかを設
定します。

ステータス通知 ステータス通知で、プロキシを使用するかどうかを設定します。

設定の保存と復元 設定の保存と復元で、プロキシを使用するかどうかを設定します。

Web サービス機能
の更新

Webサービス機能の更新で、プロキシを使用するかどうかを設定し
ます。

デプロイメント デプロイメントで、プロキシを使用するかどうかを設定します。

デバイスデータ通知 デバイスデータ通知で、プロキシを使用するかどうかを設定します。

適用 設定を本製品に保存します。

項目 説明

証明書の 
インポート

証明書ファイル 本製品に登録する証明書ファイルを指定します。

アップデート 指定した証明書ファイルを本製品に登録します。

証明書リスト 証明書 本製品に登録した証明書ファイルと詳細情報がリスト表示されま
す。リスト表示されている証明書にチェックをつけると、[削除 ] が
使用可能になります。

詳細 証明書の詳細情報を確認できます。

削除 チェックをつけた証明書を削除します。
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設定 - 環境設定 - アクセスポイント - SoftAP設定

無線LANケーブルセット(OT-WL01)をソフトウェアアクセスポイントとして使用する場合の設定をします。
この機能は、OS が Windows Embedded POSReady 7 で、TM-DT ソフトウェア Ver.3.0 以降の場合に   
使用できます。

設定 - 環境設定 - 日付と時刻 - 時刻設定

本製品の時刻設定をします。

項目 説明

無効 ソフトウェアアクセスポイントを無効にする

有効 ソフトウェアアクセスポイントを有効にする

SSID ソフトウェアアクセスポイントのSSIDを指定します。
初期設定は、「TM-DT-" 本製品のシリアル番号 "」です。

パスワード ソフトウェアアクセスポイントのパスワードを登録します。
初期設定では設定されていません。この場合、本製品がパスワード
を自動生成して、印刷します。

適用 設定を本製品に保存します。

項目 説明

日付と時刻 日付と時刻を設定します。

時差 地域を指定します。協定世界時との時差が設定されます。

自動的に夏時間を調整 自動的にサマータイムの調整をするか選択します。

タイムサーバーの使用 タイムサーバーを使用するかどうか選択します。

タイムサーバー タイムサーバーのURLを指定します。

適用 設定を本製品に保存します。
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設定 - 環境設定 - 電源 - シャットダウン設定

本製品のシャットダウン設定をします。

TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。

設定 - 管理設定 - メンテナンス - 設定の保存と復元

TM-DT ソフトウェアの設定の保存と復元、および設定をします。

項目 説明

シャットダ
ウン設定

電源ボタンを押したときの
動作

本製品の電源ボタンを押したときの動作を設定します。

ePOS- 
Device

シャットダ
ウン許可

ePOS-Device XML、およびEpson ePOS SDK for JavaScript     
対応アプリケーションからの、シャットダウンを許可するかどうか
を設定します。 

パスワード
認証

ePOS-Device XML、およびEpson ePOS SDK for JavaScript     
対応アプリケーションからのシャットダウンをする場合、パスワー
ド認証をするかどうか設定します。
[シャットダウン許可 ]が " 許可する " の場合に選択できます。

適用 設定を本製品に保存します。

シャットダ
ウン

シャットダウンする 本製品をシャットダウンします。

再起動 * 再起動する 本製品を再起動します。

項目 説明

設定の自動保存・自動復元
*

設定の自動
保存 *

TM-DTソフトウェアの設定を自動的に保存するかどうかを設定
します。

設定の自動
復元 *

TM-DTソフトウェアの設定を自動的に復元するかどうかを設定
します。

適用 設定を本製品に保存します。

設定の保存 取得 本製品の設定ファイルを取得します。

ユーザー指定フォルダーの
追加 *

フォルダー
パス

TM-DTソフトウェアの設定を自動保存するフォルダーパスを指定
します。

追加 フォルダーパスの設定を本製品に保存します。

登 録 済 み
ユーザー指
定 フ ォ ル
ダー

本製品に登録したフォルダーパスがリスト表示されます。リスト表
示されているフォルダーパスにチェックをつけると、[削除 ] が使用
可能になります。

削除 チェックをつけたフォルダーパスを削除します。
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TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。

設定の復元 ローカルファイルを指定す
る

ローカルに保存された設定ファイルを使って、本製品の復元を行う
場合に選択します。

設定 
ファイル

TM-DTソフトウェアの設定を復元するための設定ファイルを指定
します。
任意のファイルパスの設定ファイルで復元したい場合、[直接指定 ]
を選択し、任意のファイルパスを指定します。
[ユーザー指定フォルダー]にある設定ファイルを使って、本製品の
設定を復元したい場合、[一覧選択 ]を選択し、一覧から任意の設定
ファイルを指定します。

ファイルURLを指定する Webサーバーに保存された設定ファイルを使って、本製品の復元を
行う場合に選択します。

ID * TM-DT ソフトウェアの設定を復元する設定ファイルをWeb サー
バー側で識別するための IDを設定します。
この ID は、Digest 認証で使用するユーザー ID になります。設定
した値は、サーバーに POST するフォームデータの ID パラメー
ターの値としても渡されます。

パスワード
*

Digest 認証で使用するパスワードを設定します。

設定ファイ
ルURL

WebサーバーへのURLとアプリケーションへのパスを指定します。
例 : http://[Web サーバーの IPアドレス ]/[ 設定ファイル名 ]
指定後、[アクセステスト ]をクリックして、アクセス可能か確認し
てください。

サーバー 
認証 *

https によるアクセスを行う場合、登録された証明書によるサー
バー認証を行うかどうかを設定します。

リストア 指定された設定ファイルから、TM-DT ソフトウェアの設定を復元
します。

URL設定の保存 [ファイルURLを指定する ]の設定を本製品に保存します。

項目 説明
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復元項目
[ 設定の復元 ]で保存･復元される項目は以下のとおりです。

項目 復元の可否

起動設定  デバイス制御
 Webコンテンツ自動更新
 サーバーダイレクトプリント
 ステータス通知
 デバイスデータ通知
 キー入力デバイスの自動登録・削除
 スプーラー

○

登録済みデバイス プリンター  デバイス ID
 タイプ
 型番
 IP アドレス
 リトライ間隔

○

カスタマーディスプレイ  使用しない /使用する
 通信設定

 通信速度
 データビット
 パリティ

 輝度設定

○

キー入力デバイス  デバイス ID
 デバイス名
 VID/PID
 制御スクリプト

○

シリアル通信デバイス  デバイス ID
 デバイス名
 VID/PID
 制御スクリプト
 通信設定

 通信速度
 データビット
 パリティ
 ストップビット
 フロー制御

○

その他のデバイス  デバイス ID
 制御スクリプト

○

制御スクリプト  登録済み制御スクリプト ○

制御プログラム  登録済み制御プログラムデバイス
 登録済み制御プログラム

○

印刷設定 スプーラー  スプーラー設定
 迂回メッセージ
 登録する迂回経路

○
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Webコンテンツ 自動更新の設定  更新スケジュール
 ID
 パスワード
 ファイルURL
 サーバー認証

○

サーバーアクセス サーバーダイレクト 
プリント

 ID
 パスワード
 サーバー1～3

 URL
 間隔

 サーバー認証
 予約カットタイムアウト

○

ステータス通知  ID
 パスワード
 URL
 間隔
 サーバー認証

○

デバイスデータ通知  サーバーアクセス
 ID
 パスワード
 URL
 サーバー認証
 BoxID

 POSTエラー動作
 メッセージ有効 /無効
 メッセージ
 文字装飾
 用紙カット有効 /無効

 対象デバイス

○

有線 LAN TCP/IP 設定  IP アドレスの取得方法
 IP アドレス
 サブネットマスク
 デフォルトゲートウェイ
 DNSサーバーアドレスの自動取得
 DNSサーバーアドレス (使用順 )

○

項目 復元の可否
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無線 LAN 無線 LAN設定  SSID
 ネットワークモード
 認証方式
 暗号化方式
 使用するWEPキー
 WEPキー
 WPA/WPA2 で利用するプレシェアード
キー

○

TCP/IP 設定  IP アドレスの取得方法
 IP アドレス
 サブネットマスク
 デフォルトゲートウェイ
 DNSサーバーアドレスの自動取得
 DNSサーバーアドレス (使用順 )

○

セキュリティ SSL設定  無効 /有効
 秘密鍵
 サーバー証明書
 証明書チェーン (任意 )

○

Webアクセス プロキシ設定  プロキシURL
 プロキシポート番号
 ID
 パスワード
 プロキシ設定

○

サーバー認証  証明書 ○

アクセスポイント SoftAP設定  無効 /有効
 SSID
 パスワード

○

日付と時刻 時刻設定  時刻 -

 時差
 自動的に夏時間を調整
 タイムサーバーの使用
 タイムサーバー 

○

電源 シャットダウン設定  電源ボタンを押したときの動作
 シャットダウン許可
 パスワード認証

○

項目 復元の可否
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メンテナンス 設定の保存と復元  設定の自動保存・自動復元
 ローカルファイルを指定する / ファイル
URLを指定する

 設定ファイル /設定ファイルURL
 ID
 パスワード
 サーバー認証

○

Webサービス機能の更新  ローカルファイルを指定する / ファイル
URLを指定する

 更新用ファイル /更新ファイルURL
 ID
 パスワード
 サーバー認証

○

デプロイメント  ID
 パスワード
 URL
 パラメーター
 サーバー認証
 システム起動時、実行する

○

管理情報 管理情報  管理者名
 設置場所

○

パスワード  パスワード -

項目 復元の可否
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設定 - 管理設定 - メンテナンス - 初期化

TM-DT ソフトウェアのWebサービス設定の初期化が行えます。

設定 - 管理設定 - メンテナンス - ログ

TM-DT ソフトウェアのログの取得が行えます。

項目 説明

Webサービス設定を初期化する Webサービス設定を初期化します。

Webサービスを初期化すると、EPSON TMNet WebConfigのパスワードも初期化されます。
初期設定は以下のとおりです。
ユーザー名 :epson
パスワード :epson

項目 説明

ログファイルを取得 ログファイルを取得します。

参考
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設定 - 管理設定 - メンテナンス - Web サービス機能の更新

TM-DT ソフトウェアのWebサービス機能の更新、および設定が行えます。
Webサービス機能の更新を行うことによって、最新のバージョンのTM-DTソフトウェアを使用できます。

TM-DT ソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。

項目 説明

ローカルファイルを指定する ローカルに保存された更新用ファイルを使って、Webサービスの更
新を行う場合に選択します。

更新用ファイル 更新用のローカルファイルを指定します。

ファイルURLを指定する Web サーバーに保存された更新用ファイルを使って、Web サービ
スの更新を行う場合に選択します。

ID * 更新用ファイルをWebサーバー側で識別するためのIDを設定しま
す。
この ID は、Digest 認証で使用するユーザー ID になります。設定
した値は、サーバーに POST するフォームデータの ID パラメー
ターの値としても渡されます。

パスワード * Digest 認証で使用するパスワードを設定します。

設定ファイルURL WebサーバーへのURLとアプリケーションへのパスを指定します。
例 : http://[Webサーバーの IPアドレス ]/[ 更新用ファイル名 ]
指定後、[アクセステスト ]をクリックして、アクセス可能か確認し
てください。

サーバー認証 * https によるアクセスを行う場合、登録された証明書によるサー
バー認証を行うかどうかを設定します。

アップデート 指定された更新用ファイルを使って、Webサービス機能を更新しま
す。

URL設定の保存 [ファイルURLを指定する ]の設定を本製品に保存します。
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設定 - 管理設定 - メンテナンス - デプロイメント

HTTPサーバーからTM-DT ソフトウェア等の設定ファイルをダウンロードして更新する、デプロイメントの設定を
します。TM-DTソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。

設定 - 管理設定 - 管理情報 - 管理情報

TM-DT ソフトウェアの管理者情報の設定が行えます。

項目 説明

ID Web サーバー側で本製品を識別するための IDを設定します。この
ID は、Digest 認証で使用するユーザー ID になります。設定した
値は、サーバーにPOSTするフォームデータの IDパラメーターの
値としても渡されます。

パスワード Digest 認証で使用するパスワードを設定します。

URL WebサーバーのURLとアプリケーションへのパスを指定します。
例 : http://[Webサーバーの IPアドレス ]/[ 設定ファイル名 ]
指定後、[アクセステスト ]をクリックして、アクセス可能か確認し
てください。

パラメーター HTTPサーバーに渡す、ユーザー指定情報を指定します。

サーバー認証 https によるアクセスを行う場合、登録された証明書によるサー
バー認証を行うかどうかを設定します。

システム起動時、実行する 本製品の起動時に、デプロイメントを行うかどうかを設定します。

適用 デプロイメントの設定を本製品に保存します。

適用後、直ちにデプロイメントを実行 デプロイメントの設定を本製品に保存した後、デプロイメントを実
行します。

項目 説明

管理者名 本製品の管理者名を設定します。

設置場所 本製品の設置場所を設定します。

適用 設定を本製品に保存します。



120

第4章    TM-DT ソフトウェアを利用したシステム開発    

4

設定 - 管理設定 - 管理情報 - パスワード

EPSON TMNet WebConfig を起動する際のパスワードの設定が行えます。

項目 説明

旧パスワード 現在のパスワードを入力します。

新パスワード 新しく設定するパスワードを入力します。

新パスワード (確認用 ) 確認用に新しく設定するパスワードを入力します。

適用 設定を本製品に保存します。

 EPSON TMNet WebConfig のユーザー名とパスワードの初期設定は以下のとおりです。 
ユーザー名 :epson 
パスワード :epson

 ユーザー名は変更できません。

参考
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TM-DTソフトウェア仕様
TM-DT ソフトウェアの仕様は以下のとおりです。

1: TM-DTソフトウェアVer.2.5 以降で使用できます。
2: TM-DTソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。

制御できるプリンター

1: TM-DTソフトウェアVer.3.0 以降で使用できます。
2: TM-DTソフトウェアVer.4.0 以降で使用できます。 
3: TM-T88Vとして登録してください。

項目 説明

Webサーバー  PHP Ver.5.4.5
 Perl Ver.5.12.4

コミュニケーション
ボックス *1

作成できるコミュニケーションボックス
の最大数

20個

1つのコミュニケーションボックスに 
所属できるアプリケーションの最大数

20個

1つのコミュニケーションボックスが 
保持できる送信履歴の容量

10,240 Byte

1 度に送信できるデータのサイズ 1,024 Byte

スプーラー容量 *2 8 MB

JobID の最大保存件数 *2 2,000件

項目 説明

機種  UB-E02、UB-E03、UB-E04、UB-R03、UB-R04 のいずれかを搭載した、以下
のプリンター
 TM-L90
 TM-T20II
 TM-T70
 TM-T70II
 TM-T88V
 TM-T90
 TM-T90II
 TM-T90KP

 以下の TMプリンターのWi-Fi モデル
 TM-P20
 TM-P60II *1
 TM-P80 *2

 以下の TMインテリジェントプリンター *2
 TM-T88V-DT
 TM-T70II-DT

 ネットワーク接続した以下の TMプリンター
 TM-T88VI *3

台数 最大20台
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制御できるカスタマーディスプレイ

: TM-DTソフトウェアVer.4.0 以降で使用できます。

項目 説明

機種  DM-D110DT
 DM-D30 *
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PC-POSシステム開発
本章では、PC-POSシステムのインターフェイス、デバイスの制御方法およびThin-Client 環境を利用したシ
ステム開発について説明しています。

PC-POSシステム開発
本製品に、POSアプリケーションとドライバーをインストールして、周辺機器を接続すると、シンプルなPOS
システムを構築できます。既存のWindows POSアプリケーションを活かしたシステム構築も可能です。

インターフェイス

本製品のプリンターおよび接続された周辺機器の、Windows から認識されるインターフェイスについて説明
します。

 カスタマーディスプレイ以外にUSBシリアル変換デバイスが接続されていない場合の設定です。USBシリアル
変換デバイスを接続すると、接続のつど、そのデバイスにCOMポートが割り当てられます。そのため、ポート
に関する正確な情報は、Windowsのデバイスマネージャーを参照してください。

デバイス インターフェイス 説明

本製品のプリンター USB USB接続の TM-T88Vとして認識されます。

TMプリンター 
(USBインターフェイス )

USB USB接続の TMプリンターとして認識されます。

TMプリンター 
( 有線 LAN/ 無線 LAN イ
ンターフェイス )

ネットワーク ネットワーク接続のTMプリンターとして認識されま
す。

キャッシュドロアー USB 
( 本製品のプリンターと同
じ )

DKコネクターに接続しますが、インターフェイスは
本製品のプリンターと同じです。

カスタマーディスプレイ COM4* USBコネクターに接続しますが、COM-USB変換ド
ライバーにより、仮想COMポートとして認識されま
す。

HID標準デバイス 
(バーコードスキャナー等)

キーボード キーボードデバイスとして認識されます。

シリアル通信デバイス COM1 Windows の初期設定では COM1 として認識されま
す。
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周辺機器の制御方法

プリンター

本製品のプリンターおよび TMプリンターは、ESC/POSコマンドで制御します。

ユーザーは ESC/POS コマンドまたは以下の開発キットおよびドライバーを使用してプリンターを制御でき
ます。
 EPSON OPOS ADK
 EPSON OPOS ADK for .NET
 EPSON Advanced Printer Driver

キャッシュドロアー

キャッシュドロアーの制御コマンドは、プリンターの ESC/POSコマンドに組み込まれています。
プリンター用の開発キットおよびドライバーに、機能が組み込まれています。

カスタマーディスプレイ

カスタマーディスプレイは、ESC/POSコマンドで制御します。

ユーザーは ESC/POS コマンドまたは以下の開発キットおよびドライバーを使用してカスタマーディスプレ
イを制御できます。
 EPSON OPOS ADK
 EPSON OPOS ADK for .NET
 EPSON Advanced Printer Driver for DM-D

その他のデバイス

HID標準デバイス
Windows 標準のドライバーでキーボードデバイスとして認識されます。

シリアル通信デバイス
Windows のシリアル通信デバイスとして認識されます。各機器の専用ドライバーが用意されている場合、 
ドライバーで制御できます。詳細は各機器のマニュアルを参照してください。
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ソフトウェアとマニュアル
アプリケーションを開発するために、以下のソフトウェアとマニュアルを用意しています。

開発キット

 OLE技術とは、Microsoft 社が開発したソフトウェアの部品化技術です。OPOSドライバーは一般的な
Windows用のプリンタードライバーとは異なり、Visual Basic などの開発環境でプログラミングを行うこと
が前提です。市販のアプリケーションから印刷を実行するためのドライバーではありません。

ドライバー

TM プリンターに印刷したりカスタマーディスプレイに表示したりするための、Windows 用プリンタードラ 
イバーです。 

ソフトウェア 概要

EPSON OPOS ADK OLE技術*を用いてPOS用周辺機器を制御できるOCX
ドライバーです。アプリケーション側からはPOS用周
辺機器を独自のコマンドで制御する必要がなくなるた
め、効率的なシステム開発が実現できます。

EPSON OPOS ADK for .NET OPOS ADK for .NETは、Microsoft POS for .NET      
準拠の業界標準のドライバーです。
UPOS（UnifiedPOS）仕様準拠のアプリケーションを
開発することができます。
アプリケーションの開発には、Microsoft Visual 
Studio .NET などの開発環境をご用意ください。

ソフトウェア 概要

EPSON Advanced Printer Driver 一般的なWindows用プリンタードライバーに用紙カッ
トやキャッシュドロアーの制御を追加し、POS 用途特
有の制御を可能にしたドライバーです。また、プリン
ターの状態の監視機能や、ESC/POS コマンドを送信
するステータス API（エプソン独自提供 DLL）が組み
込まれています。
TM-T88V用は本製品にインストールされています。
接続するプリンターをサポートしているパッケージを
使用してください。

EPSON Advanced Printer Driver for DM-D カスタマーディスプレイの制御と表示をするための
Windowsプリンタードライバーです。
カスタマーディスプレイ共通のパッケージを用意して
います。
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ユーティリティー

ESC/POS コマンドリファレンス

ソフトウェア 概要

TM-T88V Utility プリンター部の各種設定値を確認・変更するためのユー
ティリティーです。本製品にインストール済みです。

TM-DT Thin-Client システム セットアップツール Thin-Client システムの構築を支援するツールです。

IPアドレス設定ツール Thin-Client システムのサーバー側で、クライアント
(本製品 ) の IP アドレスを設定するツールです。

マニュアル 概要

ESC/POSコマンドリファレンス ESC/POSは、エプソン独自のPOSプリンターやカス
タマーディスプレイの制御コマンド体系です。
プリンターやカスタマーディスプレイのすべての機能
を直接制御できますが、ドライバーや開発キットを使用
するのに比べて、プリンターやカスタマーディスプレイ
の詳細仕様やコマンドの組み合わせなど、より詳細な知
識が必要です。 
ESP/POS コマンドの詳細は、以下を参照してくださ
い。

TMプリンターのコマンドリファレンス
https://reference.epson-biz.com/modules/
ref_escpos_ja/ 

カスタマーディスプレイのコマンドリファレンス
https://reference.epson-biz.com/modules/
ref_escpos_dm_d_ja/
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Thin-Client環境を利用したシステム開発
Windows の PC-POSシステムを活用した、Thin-Client システムを構築できます。
システムの構築には、各社から提供されているシンクライアントソリューションを利用します。
詳細は、「TM-DT Thin-Client システム セットアップガイド」を参照してください。

デスクトップ仮想化

デスクトップ仮想化とは、OS のクライアントデスクトップ全体が仮想化されたシステムです。サーバーで実
行されるOSのデスクトップ画面がクライアントに転送され、ユーザーは仮想デスクトップを操作してアプリ
ケーションを実行します。

周辺機器の制御
 プリンター、キャッシュドロアー、カスタマーディスプレイ : 
ゲストOSおよびクライアントに実装される、エプソンの通信モジュールの間で通信して制御します。

 HID デバイス : 
クライアントのWindows 標準のドライバーで、キーボードデバイスとして認識されます。

アプリケーション仮想化

アプリケーション仮想化とは、アプリケーションごとに仮想化されたシステムです。ユーザーは、クライアン
トのOSにアプリケーションをインストールしないで実行します。仮想化されたアプリケーションが配信され
てクライアントで実行する方式と、サーバーで実行されるアプリケーションの画面がクライアントに転送され
て操作する方式があります。

周辺機器の制御
アプリケーション仮想化の方式によって、制御方法が異なります。
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製品仕様
本章では、TM-T88V-DTの製品仕様について説明します。

製品基本仕様
 N2600モデル (128ページ )
 N2800モデル (130ページ )

N2600モデル

項目 仕様

CPU Intel® AtomTM Processor N2600 (1MB Cache, 1.6 GHz)

メモリー メインメモリー 2 GB, DDR3-800, SO-DIMMスロット

BIOS SPI Flash　4MB

Chipset Intel® NM10

ビデオコントローラー CPU内蔵

ストレージ SATA SSD (16 GB以上 )

インター 
フェイス

LAN 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T 1 port (RJ-45)

USB USB2.0 (High/Full/Low speed 対応 )
6ポート

シリアル D-sub 9 pin オス
1ポート

VGA D-sub 15 pin メス
1ポート

DisplayPort なし

ドロアーキック RJ12 6 pin
1 ポート

サウンド機能 内蔵スピーカーから出力
ライン出力（1ポート）

スピーカー モノラルスピーカー内蔵

RTC/CMOS バックアップ電池 リチウム電池によりRTC をバックアップ

スピーカー モノラルスピーカー内蔵

本体プリンター サーマルレシートプリンター 300 mm/s 
ロール紙 幅 :58 mmモデル、80 mmモデル 
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ソフトウェア BIOS AMI BIOS (ACPI 2.0/APM 1.2 / Plug&Play 対応 )

OS Windows® Embedded POSReady 2009

TM-DTソフトウェア TM-DT ソフトウェア

電源仕様 （専用ACアダプター） AC100V - AC240 V / 50 Hz - 60 Hz

本体消費電力 12.2W ( 非印刷時 ) / 54W ( 印刷時 )

ケース色 ホワイト、ブラック

質量 (ロール紙含まず ) 2.8 kg ( 専用オプションDM-D110DT取り付け時 ; 3.2 kg)

項目 仕様
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N2800モデル

項目 仕様

CPU Intel® AtomTM Processor N2800 (1MB Cache, 1.86      
GHz)

メモリー メインメモリー 4 GB, DDR3-1066, SO-DIMMスロット

BIOS SPI Flash　4MB

Chipset Intel® NM10

ビデオコントローラー CPU内蔵

ストレージ SATA SSD (32GB以上 )

インター 
フェイス

LAN 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T 1 port (RJ-45)

USB USB2.0 (High/Full/Low speed 対応 )
6 ポート

シリアル D-sub 9 pin オス
1ポート

VGA D-sub 15 pin メス
1ポート

DisplayPort 標準DisplayPort コネクター 20 pin メス
1ポート

ドロアーキック RJ12 6 pin
1 ポート

サウンド機能 内蔵スピーカーから出力
ライン出力（1ポート）

スピーカー モノラルスピーカー内蔵

RTC/CMOS バックアップ電池 リチウム電池によりRTC をバックアップ

スピーカー モノラルスピーカー内蔵

本体プリンター サーマルレシートプリンター 300 mm/s 
ロール紙 幅 : 58 mmモデル、80 mmモデル 

ソフトウェア BIOS AMI BIOS (ACPI 2.0/APM 1.2 / Plug&Play 対応 )

OS Windows Embedded POSReady 7

TM-DTソフトウェア TM-DT ソフトウェア

電源仕様 （専用ACアダプター） AC100V - AC240 V / 50 Hz - 60 Hz

本体消費電力 12.2W ( 非印刷時 ) / 54W ( 印刷時 )

ケース色 ホワイト、ブラック

質量 (ロール紙含まず ) 2.8 kg ( 専用オプションDM-D110DT取り付け時 ; 3.2 kg)
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プリンター基本仕様

印字仕様

文字仕様

文字間のスペース分は含みません。64倍角まで上記寸法の倍数に拡大されます。

項目
仕様

58 mmモデル 80 mmモデル

印字方式 ラインサーマル

ドット密度 180×180 dpi

紙送り方式 フリクションフィードによる1方向送り (バックフィードなし )

印字幅 50.8 mm (360ドット ) 72.0 mm (512ドット )

印字桁数 フォントA 30桁 42桁

フォントB 40桁 56桁

漢字フォント 15桁 21桁

最大印字速度 300 mm/s (24V、25℃、標準印字濃度の場合 )

改行幅 4.23 mm

印字速度は、データ転送速度の設定等によって遅くなる場合があります。
設定方法は、50ページ「メモリースイッチの設定」を参照してください。

項目 仕様

文字種 英数字：95文字
拡張グラフィックス：128文字×43ページ（ユーザー定義ページを
含む）
国際文字：18セット
JIS (JISX0208-1990) 6879文字
特殊文字：845文字 
JIS コード：2D21～2D7E、7921～ 7C7E 
シフトJISコード：8740～879D、ED40～EEFC、FA40～FC4E

文字構成 ( ドット数 : 縦×横 ) フォントA ( 初期値 )：12×24（横2ドットスペースを含む）
フォントB：9×17（横2ドットスペースを含む）
漢字フォント：24×24

文字サイズ(横×縦)*
標準 /縦倍角 /横倍角
/4倍角 
( 単位 : mm)

フォントA 1.41×3.39/1.41×6.77/2.82×3.39/2.82×6.77

フォントB 0.99×2.40/0.99×4.80/1.98×2.40/1.98×4.80

漢字フォント 3.39×3.39/3.39×6.77/6.77×3.39/6.77×6.77

参考
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印字領域

58 mm仕様
50.8±0.2 mm (360 ドット ) の印字領域で、紙幅 57.5±0.5 mm に対し左に約 3.7 mm、右に約 3.0      
mm のスペースがあります。

 2分割印字の場合、発熱体の1～256ドットの領域と257～360ドットの領域では、下図の
ように印字位置が約0.07 mmずれます。

 4分割印字の場合、発熱体の1～128、129～256、257～360ドットの領域では、下図の
ように印字位置が約0.04 mmずれます。

57.5  0.5 mm

50.8  0.2 mm

0.141  0.05 mm

(3.7 mm) (3.0 mm)

() 内は中心値

ロール紙幅

参考

2561

257 360

約
0
.0
7
 m
m

1291 360257

約
0
.0
4
 m
m
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80 mm仕様
72.2±0.2 mm (512 ドット ) の印字領域で、紙幅79.5±0.5 mm に対し左右に約3.7 mm のスペースが       
あります。

 2分割印字の場合、発熱体の1～256ドットの領域と257～512ドットの領域では、下図の
ように印字位置が約0.07 mmずれます。

 4分割印字の場合、発熱体の1～128、129～256、257～384、385～512ドットの領
域では、下図のように印字位置が約0.04 mmずれます。

79.5  0.5 mm

72.2  0.2 mm

0.141  0.05 mm

(3.7 mm) (3.7 mm)

() 内は中心値

ロール紙幅

参考

2561

257 512

約
0
.0
7
 m
m

1291 512385257

約
0
.0
4
 m
m
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印字位置とカッター位置

ロール紙仕様

紙の「たわみ」や「ばらつき」等があるためカッター切断位置と上記の値には差があります。
カッター切断位置は余裕をもって設定してください。

項目
仕様

58 mmモデル 80 mmモデル

種類 感熱紙

形状 ロール形状

寸法 ロール紙外径 最大外径：83 mm

巻芯 内径：12 mm、外径：18 mm

巻き上がり幅 58 + 0.5/-1.0 mm 80 + 0.5/-1.0 mm

紙幅 57.5 ± 0.5 mm 79.5 ± 0.5 mm

指定ロール紙型番 下記ウェブサイトの「オプション・消耗品」を確認してください。
http://www.epson.jp/products/tm/

指定原紙型番 TF50KS-EY、TF60KS-E ( 日本製紙株式会社 )
PD160R、PD190R ( 王子製紙株式会社 )
P220AGB-1 ( 三菱製紙株式会社 )

 用紙が巻芯へ糊付けされているロール紙は使用できません。
 ロール紙ニアエンドが検出されるロール紙残量は、巻芯の規格により異なります。

オートカッター刃位置

印字領域

前レシートの最終行

約29 mm

約15 mm

マニュアルカッター位置

紙送り方向

ヘッド印字中心位置

注意

注意



135

第6章    製品仕様    

6

外部への電源容量

環境仕様

項目 仕様

ポート 電源 供給能力

USB DC +5 V 各 500 mA

ドロアー DC +24 V 1A

DisplayPort DC +3.3 V 500 mA

項目 仕様

温度／湿度 動作時 5～40 C、10～90%RH非結露（下図の動作環境範囲参照）

保存時 
（出荷梱包状態）

-10～ 50 C、10～ 90%RH ( 用紙を除く )

騒音 動作時 (最大 ): 約 54 dB (Standing Operator position) 
待機時 ( 最大 ): 約 42 dB (Standing Operator position) 
注 ) 上記の騒音値は、弊社評価条件による。
使用する用紙と印字内容、設定値（印字速度、印字濃度）により、騒音値は変わる。

[%RH]

34 °C, 90%RH

40 °C, 65%RH

[°C]
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外形寸法図
 幅： 145 mm
 奥行き： 279 mm ( コネクターカバーを含む )
 高さ： 183 mm

外形寸法図 (専用オプションDM-D110DT取り付け時 )
 幅： 177 mm
 奥行き： 362 mm
 高さ： 202 mm

[ 単位：mm]

[ 単位：mm]
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ACアダプター仕様

項目 仕様

入力条件 入力電圧：AC100～ 240V

周波数：50/60 Hz

入力電流 (定格 )：2.4A

出力条件 出力電圧 (定格 )：DC24V±5%

出力電流 (定格 )：4.2A

質量 約0.69 kg

[ 単位：mm]

35 200 1500

21 33.5 13
24.3

55 145 60

850
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電源コード仕様

オプション
オプションの製品仕様は、各製品のマニュアルを参照してください。
 専用カスタマーディスプレイ ( 型番 : DM-D110DTW/DM-D110DTB)
 カスタマーディスプレイ ( 型番： DM-D30)
 無線 LANケーブルセット ( 型番 : OT-WL01)
 固定用テープ ( 型番 : DF-10)

項目 仕様

定格 7A 125V

耐トラッキング性 レベル I

①差し込みプラグ 定格 7A 125V

色 黒

②キャブタイヤコード 定格 7A 300V

色 黒

③コードコネクターボディー 定格 7A 300V

色 黒

適合規格 電気用品安全法 (PSE)

N

アース

L

アース

L

N

1800±50

③

②

①

[ 単位：mm]
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ソフトウェア設定モードの設定項目
ソフトウェア設定モードの設定方法は、56ページ「ソフトウェア設定モード」を参照してください。

設定項目 設定値
* 下線は初期設定 1ページ目 2ページ目 3ページ目

1: Print Current Settings -

2: Print Density 1: Monochrome 100%, 105%, 110%, 115%, 120%,  
125%, 130%, 70%, 75%, 80%, 85%,  
90%, 95%, Depends On Dip Switch

2: Multi-Tone 100%, 105%, 110%, 115%, 120%, 
125%, 130%, 70%, 75%, 80%, 85%,  
90%, 95%

3: Baud Rate *1 2400bps, 4800bps, 9600bps,  
19200bps, 38400bps, 57600bps,  
115200bps

4:  Automat ic 
Paper Reduction

1: Upper Margin Enable, Disable

2: Lower Margin Enable, Disable

3: Blank Line Spacing 25%, 50%, 75%, Not Reduce

4: Blank Space 25%, 50%, 75%, Not Reduce

5: Barcode Height 25%, 50%, 75%, Not Reduce

5: Auto Paper Feed&Cut at cover close Enable, Disable

6: Paper Width *2 80mm, 58mm

8: Default  
Character *1

1: Code Page 1: Western  
Europe,  
Southern Europe

Page0:PC437(USA,Standard Europe), 
Page3:PC860(Portuguese),  
Page11:PC851(Greek),  
Page14:PC737(Greek),  
Page15:ISO8859-7(Greek),  
Page16:WPC1252,  
Page18:PC852(Latin2),  
Page19:PC858,  
Page34:PC855(Cyrillic),  
Page38:PC869(Greek),  
Page39:ISO8859-2(Latin2),  
Page40:ISO8859-15(Latin9),  
Page45:WPC1250,  
Page47:WPC1253

2: Eastern  
Europe,  
Northern Europe

Page5:PC865(Nordic),  
Page17:PC866(Cyrillic#2),  
Page33:WPC775,  
Page35:PC861(Icelandic),  
Page42:PC1118(Lithuanian),  
Page43:PC1119(Lithuanian),  
Page44:PC1125(Ukrainian),  
Page46:WPC1251,  
Page51:WPC1257
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8: Default  
Character
( 前ページの続き )

1: Code Page
( 前ページの続き )

3: USA, Canada Page0:PC437(USA,Standard Europe),  
Page4:PC863(Canadian-French)

4: Asia Page1:Katakana, Page20:KU42,  
Page21:TIS11(Thai),  
Page26:TIS18(Thai),  
Page30:TCVN-3(Vietnamese),  
Page31:TCVN-3(Vietnamese),  
Page52:WPC1258,  
Page53:KZ-1048(Kazakhstan)

5: Turkey, Arabia,  
Israel

Page12:PC853(Turkish),  
Page13:PC857(Turkish),  
Page32:PC720,  
Page36:PC862(Hebrew),  
Page37:PC864(Arabic),  
Page41:PC1098(Farsi),  
Page48:WPC1254,  
Page49:WPC1255,  
Page50:WPC1256

6: Others Page2:PC850(Multilingual)

2: International  
Character Set

1: The Americas,  
Europe

USA, France, Germany, Britain,  
Denmark I, Sweden, Italy, Spain I,  
Norway, Denmark II, Spain II,  
Latin America, Slovenia/Croatia

2: Asia, Arabia Japan, Korea, China, Vietnam, Arabia

9: Embedded  
Font  
Replacement

1: Font A Replacement Font A(No Replacement), Font B

2: Font B Replacement Font A, Font B(No Replacement)

10: Interface Selection *2 UIB, Built-in USB, Auto

11: USB Interface  
Settings *2

1: Class Vendor Class, Printer Class

12: Power Supply Output Level 1(Low), Level 2, Level 3(High)

13: Printing Speed Level 1(Slow), Level 2,  Level 3,  
Level 4, Level 5, Level 6, Level 7,  
Level 8, Level 9, Level 10, Level 11,  
Level 12, Level 13(Fast)

設定項目 設定値
* 下線は初期設定 1ページ目 2ページ目 3ページ目
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1: 設定は不要です。
2: 設定を変更しないでください。

14: Other  
Settings

1: Printer Model *2 TM-T88V, TM-T88IV

2: Buzzer  
Control

1: Option Buzzer Enable, Disable

2: Buzzer  
Frequency (Error)

Continuous, 1 time, No Sound

3: Sound Pattern 
(Autocut)

Pattern A, Pattern B, Pattern C,  
Pattern D, Pattern E

4: Buzzer  
Frequency  
(Autocut)

1 time, No Sound

5: Sound Pattern 
(Pulse 1)

Pattern A, Pattern B, Pattern C,  
Pattern D, Pattern E

6: Buzzer  
Frequency  
(Pulse 1)

1 time, No Sound

7: Sound Pattern 
(Pulse 2)

Pattern A, Pattern B, Pattern C,  
Pattern D, Pattern E

8: Buzzer  
Frequency 
(Pulse 2)

1 time, No Sound

設定項目 設定値
* 下線は初期設定 1ページ目 2ページ目 3ページ目



142

第6章    製品仕様    

6

文字コード表
文字コード表については、下記URL からアクセスできる「TM プリンター 文字コード表」を参照してください。
https://reference.epson-biz.com/pos/reference_ja/
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